
む
す
び
に
か
え
て

『
南
薙
志
』
に
よ
る
琉
球
官
生
像
の
再
検
討

一
、
『
南
薙
志
』
の
史
料
的
性
格

二
、
「官
生
」
の
定
義
と
そ
の
待
遇

三
、
琉
球
官
生
派
遣
開
始
時
の
経
緯

四
、
琉
球
官
生
の
在
監
状
況
ー
在
監
期
間
の
特
定
ー

五
、
琉
球
官
生
の
「
帰
省
」
と
「
復
監
」

第
二
章
第
一
期
琉
球
官
生
派
遣
の
意
義

一
、
琉
球
か
ら
見
た
派
遣
官
生
の
役
割

二
、
明
朝
の
外
交
政
策
と
琉
球
官
生

第
一
章

ー
琉
球
官
生
の
中
琉
間
往
復
の
現
実
ー

は
じ
め
に

岡

本

弘

道

明
代
初
期
に
お
け
る

琉
球
の
官
生
派
遣
に
つ
い
て

|
『
南
薙
志
』
に
み
る
国
子
監
留
学
生
の
位
置
付
け
と
し
て
1

琉
球
史
に
お
い
て
官
生
と
は
、
琉
球
か
ら
中
国
王
朝
の
最
高
学
府
で
あ
る

国
子
監
に
派
遣
さ
れ
た
留
学
生
の
こ
と
を
指
す
。
明
朝
の
洪
武
五
年
(
-
三

七
二
）
に
初
め
て
中
国
王
朝
の
朝
貢
国
と
な
っ
た
琉
球
は
、
そ
の
二
十
年
後

の
洪
武
二
五
年
(
-
三
九
二
）
に
既
に
国
子
監
へ
官
生
を
派
遣
し
て
い
た
。

琉
球
の
官
生
派
遣
は
途
中
幾
度
か
の
中
断
期
を
挟
み
な
が
ら
も
、
明
治
政
府

に
よ
っ
て
中
国
王
朝
と
の
朝
貢
関
係
が
中
断
さ
せ
ら
れ
る
直
前
の
清
朝

・
同

治
―
二
年
（
一
八
七
三
）
に
至
る
ま
で
、

お
よ
そ
五
百
年
間
に
わ
た
っ
て
続

け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
留
学
生
派
遣
の
事
例
は
他
に
類
を
見

な
い
。
琉
球
史
を
語
る
上
で
度
々
官
生
の
存
在
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
も
当
然

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

琉
球
官
生
の
派
遣
は
、

そ
の
選
抜
対
象
の
違
い
や
受
け
入
れ
側
の
中
国
王

(l
)
 

朝
の
交
代
な
ど
に
よ
っ
て
、
四
つ
の
時
期
に
大
別
さ
れ
る
。
本
論
考
で
検
討

す
る
の
は
、
そ
の
中
の
第
一
期
、
つ
ま
り
琉
球
が
い
わ
ゆ
る
「
三
山
分
立
」

状
態
に
あ
っ
た
時
代
、
中
国
で
い
え
ば
明
朝
の
初
期
に
当
た
る
時
代
の
官
生

派
遣
で
あ
る
。

琉
球
官
生
に
関
す
る
論
考
は
数
多
く
存
在
す
る
が
、
そ
の
中
で
も
第
一
期

の
琉
球
官
生
に
つ
い
て
は
、
さ
ほ
ど
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思

(
9
-）
 

わ
れ
る
。
伊
波
普
猷
氏
の
「
官
生
騒
動
に
就
い
て
」
も
第
一
期
に
つ
い
て
検

討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
記
述
の
中
で
第
一
期
の
琉
球
官

は
じ
め
に
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う
。
中
国
文
化
の
吸
収
や
語
学
修
得
な
ど
進
貢
業
務
に
関
わ
る
能
力
育
成
の

と
き
、
琉
球
官
生
の
果
た
し
た
役
割
を
見
直
す
こ
と
が
最
大
の
課
題
と
な
ろ

こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
踏
ま
え
て
第
一
期
の
琉
球
官
生
を
再
検
討
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

の
見
解
と
相
侯
っ
て
、
第
一
期
琉
球
官
生
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
拘
束
す
る

定
づ
け
る
も
の
と
な
っ
た
。

生
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
…
…
こ
れ
ら
の
史
料
を
一
瞥

し
た
ら
、
最
初
の
官
生
の
成
績
が
余
程
悪
か
っ
た
と
い
ふ
こ
と
が
わ
か
る
。

実
に
遊
逸
、
学
に
馴
れ
な
い
貴
公
子
の
連
中
は
到
底
長
期
の
修
学
に
た
へ
な

(
3
)
 

い
で
、
皆
悉
く
失
敗
に
畢
っ
た
」
。
第
一
期
官
生
が
貴
公
子
、
つ
ま
り
王
族
の

子
弟
や
塞
官
の
子
弟
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
彼
等
の
成
績
が
悪
か
っ

た
の
で
、

そ
の
結
果
第
一
期
の
官
生
派
遣
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
い
う
伊
波

氏
の
解
釈
は
、
以
後
琉
球
の
官
生
研
究
に
お
け
る
第
一
期
官
生
の
評
価
を
決

琉
球
官
生
全
体
を
対
象
と
し
た
論
考
の
中
で
も
、
真
境
名
安
興
氏
の

『沖

(
4
)
 

縄
一
千
年
史
』
『
沖
縄
教
育
史
要
』
、
仲
原
善
忠
氏
の
「
官
生
小
史
~
国
派

(
5
)
 

遣
の
琉
球
留
学
生
の
概
観
ー
」
は
特
に
注
目
に
値
す
る
。
両
氏
の
論
考
は
中

国
文
化
吸
収
の
一
要
素
と
し
て
、

ま
た
は
進
貢
業
務
に
不
可
欠
な
語
学
修
得

の
一
手
段
と
し
て
の
官
生
の
役
割
に
重
点
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
仲

原
氏
は
官
生
の
成
績
の
評
価
、
さ
ら
に
は
官
生
派
遣
自
体
の
評
価
を
、
派
遣

さ
れ
た
官
生
の
名
前
が
そ
の
後
史
料
上
で
確
認
で
き
る
か
否
か
に
よ
っ
て
行

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
評
価
は
こ
の
時
期
に
関
す
る
史
料
の
現
存
状
況
を
考

え
れ
ば
当
を
得
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
評
価
が
伊
波
氏

つ
ま

側
面
の
み
に
よ
っ
て
、
琉
球
の
官
生
派
遣
を
評
価
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

京
師
に
置
か
れ
た
国
子
監
に
長
期
滞
在
す
る
留
学
生
の
存
在
は
、
明
朝
に
と
っ

て
中
国
文
化
に
よ
る
教
化
の
対
象
で
し
か
あ
り
え
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
琉
球
官
生
の
役
割
を
再
検
討
し
た
上
で
な
け
れ
ば
、
本
当
に
彼

等
の
派
遣
が
失
敗
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
従
来
第
一
期
の
琉
球
官
生
研
究
で
扱
わ
れ
て
き
た
史
料
は
、

右
の
問
題
を
検
討
す
る
に
は
質
的
に
も
量
的
に
も
決
し
て
十
分
な
も
の
と
は

い
え
ま
い
。
第
二
期
以
降
は
『
歴
代
宝
案
』
、

さ
ら
に
第
三
期
以
降
は
中
国
の

梢
案
史
料
・
琉
球
で
編
纂
さ
れ
た
史
料
に
よ
っ
て
、

よ
り
詳
細
に
官
生
の
動

き
を
追
跡
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
一
方
、
第
一
期
に
つ
い
て
は
主
に
『明

(
6
)
 

実
録
』
、
『
中
山
沿
革
志
』
、

『中
山
世
譜
』
、
『
琉
球
入
学
見
聞
録
』
な
ど
の
史

料
に
よ
っ
て
研
究
が
行
な
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
に
収
載
さ
れ
て
い
る
官

生
関
連
記
事
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が

『
明
実
録
』
を
基
に
し
て
い
る
、

り

『明
実
録
』
系
史
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
和
田
久

(
7
)
 

徳
氏
の
「
明
実
録
の
沖
縄
史
料
（
一
）
」
に
詳
し
い
。
従
っ
て
、
こ
れ
ま
で

の
第
一
期
官
生
の
研
究
は
、
『
明
実
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
決
し
て
豊
富
と

(
8
)
 

は
い
え
な
い
史
料
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

今
回
本
論
考
で
主
に
検
討
す
る
の
は
、
『
南
薙
志
』
と
い
う
、
南
京
国
子
監

の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
。
『
南
薙
志
』
中
に
見
ら
れ
る

琉
球
官
生
関
連
の
記
事
も
、
決
し
て
質
・
量
と
も
に
豊
富
な
も
の
と
は
い
え

な
い
が
、
少
な
く
と
も
『
明
実
録
』
と
は
異
な
る
系
統
の
史
料
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
『
南
薙
志
』
に
含
ま
れ
る
琉
球
官
生
関
連
の
記
事
を
検
討
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し
、
『
明
実
録
』
系
の
史
料
で
は
窺
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
琉
球
官
生
の
実

態
に
迫
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
琉
球
官
生
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ

相
当
す
る
役
職
に
あ
っ
た
黄
佐
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
、
南
京
国
子
監
に
関

す
る
諸
制
度
や
関
係
諸
官
の
伝
記
な
ど
を
ま
と
め
た
書
物
で
あ
る
。
嘉
靖
二

三
年
(
-
五
四
四
）

の
序
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、

後
『
旧
志
』
と
表
記
）

で
あ
り
、

の
後
嘉
靖
年
間
(
-
五
ニ
ニ
＼
六
六
）

五
七
三
＼
一
六
一
五
）

一
、
『
南
薙
志
』

第
一
章

の
史
料
的
性
格

て
い
た
の
か
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
原
型
は
景
泰
年
間

（一

四
五
〇
＼
五
六
）
に
祭
酒
の
呉
節
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
十
八
巻
本
（
以

そ
の
こ
と
は
嘉
靖
二
三
年
序
の
後
に
景
泰

七
年
(
-
四
五
六
）
『
南
薙
旧
志
』
序
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
そ

の
初
期
に
祭
酒
の
崖
銑
が
重
纂
を
始

め
た
が
完
成
せ
ず
、
そ
の
後
を
受
け
た
黄
佐
が
監
丞
の
趙
恒
、
博
士
の
王
製
・

周
瑞
、
助
教
の
梅
鶯
等
の
協
力
を
得
て
、
呉
節
の
稿
本
を
増
損
し
て
完
成
し

た
。
た
だ
し
、
本
書
中
に
は
事
紀
の
末
尾
や
職
官
表
な
ど
、
万
暦
年
間
（
一

の
記
述
が
含
ま
れ
て
お
り
、
後
人
が
随
時
添
加
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
の
構
成
は
大
筋
で
司
馬
遷
の
『
史
記
』
に
則

っ

て
お
り
、
本
紀
に
相
当
す
る
「
事
紀
」
、
年
表
に
相
当
す
る
「
職
官
表
」
、
八

「
南
薙
志
』
は
前
述
の
よ
う
に
、
南
京
国
子
監
の
祭
酒
、

『南
薙
志
』
に
よ
る
琉
球
官
生
像
の
再
検
討

つ
ま
り
校
長
に

究
に
留
ま
ら
ず
明
代
初
期
の
琉
明
関
係
を
考
え
る
上
で
有
益
な
記
述
を
含
ん

の
部
分
が
『
明
実
録
』
系
史
料
で
は
確
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
官
生
研

書
に
相
当
す
る
「
規
制
」
「
膜
訓
」
「
礼
儀
」
「
音
楽
」
「
儲
養
」
「
経
籍
」
の
各

考
、
「
列
伝
」
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
は
嘉
靖
二
三
年
序
の
刊
本
が

あ
る
他
、
民
国
二

0
年
(
-
九
三
一
）
に
そ
れ
を
江
蘇
省
立
国
学
図
書
館
が

影
印
し
た
も
の
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
台
湾
の
偉
文
図
書
出
版
社
有
限
公
司

か
ら
四
冊
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
編
纂
経
緯
を
考
え
る
と
、
第
一
期
の
琉
球
官
生
に
閲
す
る
記
述
は
、

大
筋
で
呉
節
の
『
旧
志
』
を
継
承
し
た
も
の
と
考
え
て
良
さ
そ
う
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
黄
佐
等
が
編
纂
を
行
な
っ
て
い
た
時
期
に
も
第
二
期
の
琉
球
官
生

が
国
子
監
に
存
在
し
て
お
り
、

そ
の
記
述
も
本
書
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
「
南
薙
志
』
中
に
見
ら
れ
る
琉
球
官
生
関
連
の
記

事
は
「
事
紀
」
「
規
制
考
」
「
儲
養
考
」
に
集
中
し
て
い
る
が
、

そ
の
か
な
り

で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
琉
球
官
生
関
連
の
記
事
を
抄
出
し
た
「
『
南

薙
志
』
中
の
琉
球
官
生
関
連
記
事
」
を
付
し
て
お
い
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

二
、
「
官
生
」
の
定
義
と
そ
の
待
遇

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
従
来
琉
球
史
に
お
い
て
「
官
生
」
と
い
う
用
語

は
、
琉
球
か
ら
中
国
王
朝
の
最
高
学
府
で
あ
る
国
子
監
に
派
遣
さ
れ
た
留
学

生
の
意
で
用
い
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
語
義
と
し
て
、
伊
波
氏
は
「
官
生
と
は

や
が
て
今
日
の
官
費
留
学
生
の
様
な
者
で
あ
る
」
と
い
う
表
現
を
用
い
、
そ

の
見
解
は
大
筋
で
琉
球
史
研
究
者
の
間
に
継
承
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
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「
官
生
は
二
等
に
分
か
つ
。

一
は
品
官
子
弟
と
曰
ひ
、
二
は
外
夷
子
弟
と

の
中
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

る
。
だ
が
在
学
す
る
学
生
す
べ
て
に
食
料
・
住
居
を
あ
て
が
い
、
養
う
こ
と

が
原
則
で
あ
っ
た
国
子
監
に
お
い
て
、
「
官
費
」
と
い
う
要
素
が
特
に
意
識
さ

れ
て
い
た
と
は
思
わ
れ
ず
、

ま
た
「
官
生
」
と
い
う
用
語
が
成
立
し
た
当
時

の
琉
球
に
「
官
費
留
学
生
」
の
概
念
を
裏
付
け
る
「
私
費
留
学
生
」
の
よ
う

生
」
と
い
う
用
語
に
注
目
し
、

な
存
在
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
仲
原
氏
は
「
雲
南
、
四
川
土
官

(11) 

そ
の
語
源
を
中
国
に
求
め
て
い
る
。
ま
た
、

最
近
で
は
孫
薇
氏
が
「
冊
封
•
朝
貢
に
つ
い
て
~
琉
の
冊
封
•
朝
貢
関
係

を
中
心
に
ー
」
の
中
で
、
『
万
暦
大
明
会
典
』
の
中
の
「
官
生
」
規
定
か
ら
、

官
生
を
蔭
子
入
監
の
一
例
と
し
て
捉
え
、
「
冊
封
」
概
念
の
拡
大
解
釈
に
よ
っ

て
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
官
生
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
『
南
薙
志
』
を
見
て
み
る
と
、
「
儲
養
考
」

「
太
祖
高
皇
帝
の
初
に
国
子
を
定
め
、
官
生

・
民
生
の
二
等
を
為
す
。
官

(13) 

生
は
上
裁
よ
り
取
り
、
民
生
は
科
・
貢
の
制
に
由
る
な
り
。
」

「
洪
武
元
年
(
-
三
六
八
）
、
生
徒
の
国
子
学
に
選
び
入
れ
ら
る
る
者
は
、

(14) 

品
官
の
子
弟
な
れ
ば
官
生
と
為
し
、
民
間
の
俊
秀
な
れ
ば
民
生
と
為
す
。
」

曰
ふ
。
品
官
は
一
品
よ
り
七
品
に
至
る
ま
で
、
皆
蔭
叙
を
得
。
然
る
に
皆
特

恩
よ
り
出
で
、
敢
へ
て
陳
べ
乞
ふ
者
無
し
。
之
れ
を
故
贖
に
稽
み
る
に
、
徴

さ
る
る
所
無
し
。
惟
だ
洪
武
の
末
、
故
尚
書
呉
雲
の
子
の
懃
、
廠
国
子
生
た

る
は
、
其
の
雲
南
に
死
事
す
る
を
以
て
な
れ
ば
、
乃
ち
佃
典
な
り
。
宣
徳
の

中
の
大
理
寺
卿
湯
宗
の
子
の
沐
・
正
統
の
初
の
検
討
掌
助
教
事
王
仙
會
の
子

以
上
の
記
述
か
ら
、
明
代
初
期
の
段
階
で
既
に
官
生
と
い
う
用
語
が
用
い

挙
・
歳
貢
の
よ
う
な
制
度
に
よ
っ
て
恒
常
的
に
採
用
さ
れ
る
の
に
対
し
、
官

生
は
皇
帝
の
裁
断
に
よ
っ
て
そ
の
都
度
採
用
さ
れ
る
こ
と
、
官
生
に
は
品
官

の
子
弟
と
外
夷
の
子
弟
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
琉
球
官
生
も
同
様
の

考
え
ら
れ
る
。

み
に
よ
っ

て
そ
の
待
遇
が
決
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
わ
か
る
。
琉

球
官
生
に
対
す
る
衣
服
・
寝
具
等
の
給
賜
に
つ
い
て
は

『
明
実
録
』
か
ら
も

確
認
で
き
る
が
、
『
続
文
献
通
考
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

「是
れ
よ
り
、

日
本
・
琉
球
・
逼
羅
の
諸
国
、
皆
官
生
も
て
監
に
入
れ
書

を
読
ま
し
む
る
有
り
。
朝
廷
は
輌
ち
厚
賜
を
加
へ
、
井
び
に
其
の
従
人
に
給

ふ
。
雲
南

•
四
川
等
の
土
官
、
時
に
子
弟
・
民
生
を
遣
は
し
監
に
入
れ
る
者

甚
だ
衆
く
、
給
賜
す
る
こ
と
日
本
諸
国
と
同
じ
く
、
監
前
に
別
に
房
百
間
を

造
り
て
之
れ
を
居
ら
し
む
。
…
…
蒋
一
葵
の
『
長
安
客
話
』
に
曰
く
、
国
初
、

高
麗
は
金
濤
等
を
遣
は
し
太
学
に
入
れ
し
む
。
其
の
後
各
国
及
び
土
官
も
亦

を
居
ら
し
め
、

た
皆
子
を
遣
は
し
て
監
に
入
れ
し
む
れ
ば
、
監
前
に
別
に
房
を
造
り
て
之
れ

(16) 

王
子
書
房
と
名
づ
く
。
…
…
」

土
官
が
派
遣
し
た
子
弟
(
11
官
生
）
、

つ
ま
り
日
本
・
琉
球
な
ど
外
国
が
派
遣
し
た
官
生
と
、
雲
南
・
四
川
等
の

そ
し
て
雲
南
・
四
川
か
ら
来
た
民
生
が
、

た
だ
し
、
待
遇
の
面
か
ら
検
討
す
る
と
、
必
ず
し
も
官
生
で
あ
る
こ
と
の

形
で
入
学
の
資
格
を
与
え
ら
れ
、
国
子
監
の
中
で
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
と

ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
は
民
生
と
対
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
民
生
が
科

(15) 

の
旅
等
、
始
め
て
恩
を
乞
ひ
監
に
入
る
を
得
。
…
」
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れ
た
。
こ
の
こ
と
に
は
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

る
手
段
を
採
っ
て
お
り
、

そ
の
地
域
か
ら
派
遣
さ
れ
る
民
生
も
、
少
数
民
族

給
賜
の
面
で
同
じ
扱
い
を
受
け
て
い
た
。

『
明
実
録
』
や
『
南
薙
志
』
に
見
ら

(17) 

れ
る
琉
球
官
生
等
へ
の
給
賜
の
際
「
雲
南

•

四
川
・

琉
球
等
官
民
生
」
と
し

て
、
五
、
六
十
人
か
ら
百
人
前
後
の
人
数
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
人
数

の
大
部
分
は
雲
南
•

四
川
か
ら
の
民
生
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

彼
等
雲
南

•

四
川
か
ら
の
民
生
を
含
め
て
、
外
夷
生
に
対
し
て
は
「
王
子
書

房
」
な
る
特
別
の
宿
舎
を
あ
て
が
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
処
置
は
、
彼

等
が
外
夷
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
雲
南

•

四
川
は
明
朝
の
版
図
内
に

あ
っ
た
と
は
い
え
、

そ
こ
に
は
多
数
の
少
数
民
族
が
住
ん
で
お
り
、
明
朝
も

彼
等
に
対
し
て
は
土
官
制
度
と
い
う
、
間
接
統
治
に
よ
っ
て
こ
の
地
を
治
め

出
身
の
者
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
「
王
子
書
房
」
に
つ
い
て
は
、

或
い
は
言
語

・
生
活
習
慣
の
違
い
に
配
慮
し
た
結
果
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
も
含
め
、
「
外
夷
生
」
に
対
し
て
は
特
別
の
待
遇
が
な
さ

三
、
琉
球
官
生
派
遣
開
始
時
の
経
緯

琉
球
官
生
が
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
経
て
派
遣
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
と

い
う
問
題
は
軽
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
、
そ
れ
は
派
遣
者
と

受
け
入
れ
る
主
体
の
双
方
が
、
官
生
派
遣
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
た

か
を
考
え
る
上
で
決
し
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
だ
か
ら
で
あ
る
。

従
来
の
第
一
期
官
生
の
研
究
で
参
照
さ
れ
て
き
た

『
明
実
録
』
系
史
料
に
よ

る
限
り
こ
の
問
題
に
つ
い
て
手
が
か
り
を
見
出
す
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ

る
が
、
『
南
薙
志
』
事
紀
の
洪
武
二
四
年
(
-
三
九
一
）
三
月
の
条
に
は
注
目

「
…
…
又
礼
部
の
臣
に
諭
し
て
曰
く
、
琉
球
国
中
山
・
山
南
の
二
王
は
、

皆
向
化
す
れ
ば
、
塞
官
の
弟
男
子
姪
を
選
び
、
以
て
国
子
に
充
て
待
す
べ
し
。

書
を
読
み
理
を
知
れ
ば
、
即
ち
国
に
掃
ら
し
め
よ
。
宜
し
く
行
文
し
て
彼
を

し
て
之
れ
を
知
ら
し
む
べ
し
。
」

「
弟
男
子
姪
」
と
は
、

ひ
ろ
く
親
族
の
中
の
目
下
の
男
子
を
指
す
用
語
で

あ
る
。
こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
琉
球
の
三
山
の
内
で
も
中
山
・
山
南
の
二
王

に
対
し
て
の
み
官
生
の
派
遣
許
可
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
派
遣
官
生
と
し

て
王
の
子
弟
で
は
な
く
、
塞
官
の
子
弟
を
指
定
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

実
際
、
以
後
の
史
料
に
お
い
て
山
北
王
が
派
遣
し
た
琉
球
官
生
の
存
在
は
確

認
で
き
な
い
が
、
何
故
に
山
北
王
に
対
し
て
は
官
生
派
遣
の
許
可
が
下
り
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
中
国
で
は
通
常
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
「
塞

官
」
と
い
う
用
語
を
用
い
、
そ
の
子
弟
を
派
遣
さ
せ
て
い
る
点
に
も
注
意
す

(19
)
 

べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
点
か
ら
み
て
、
こ
の
琉
球
官
生
派
遣
許
可
の
諭
旨

は
恐
ら
く
そ
の
前
に
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
琉
球
側
か
ら
の
官
生
派
遣

の
要
請
を
受
け
て
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
琉
球
官
生
の
派
遣
が
開
始
さ
れ
た
直
後
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
も

見
ら
れ
る
。

「
言
官
劾
す
ら
く
、
『
祭
酒
の
胡
季
安
、
外
夷
の
子
入
学
せ
る
の
束
修
を
受

(21) 

く
』
と
。
季
安
罪
を
請
ふ
。
上
察
し
て
之
れ
を
宥
す
。
」

「
束
修
」
と
は
、
入
学
に
対
す
る
謝
礼
の
こ
と
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
、

す
べ
き
記
述
が
見
ら
れ
る
。
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右
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
派
遣
が
開
始
さ
れ
た
第
一
期
の
琉
球
官
生
は
、

こ
の
時
期
に
国
子
監
に
入
学
し
た
「
外
夷
の
子
」
は
、
琉
球
官
生
以
外
に
は

考
え
ら
れ
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
琉
球
は
官
生
を
派
遣
す
る
際
に
、
禁
止
さ

れ
て
い
る
入
学
謝
礼
を
わ
ざ
わ
ざ
出
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
む
ろ

ん
琉
球
側
が
そ
の
よ
う
な
事
情
を
知
ら
ず
に
起
こ
し
た
事
件
と
見
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
が
、
琉
球
官
生
の
派
遣
に
つ
い
て
琉
球
側
か
ら
の
要
請
が
あ
っ

た
と
い
う
先
の
想
定
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
謝
礼
に
は
琉
球
官
生
に
対

し
何
ら
か
の
便
宜
を
図
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待
し
た
琉
球
側
の
意
図
が
含

(22
)
 

ま
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

四
、
琉
球
官
生
の
在
監
状
況
ー
在
監
期
間
の
特
定
ー

ど
の
時
期
ま
で
派
遣
さ
れ
国
子
監
に
在
学
し
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来

の
研
究
で
は
、

『明
実
録
』
系
の
史
料
に
基
づ
い
て
、
洪
武
二
五
年
(
-
三
九

二
）
か
ら
永
楽
一
四
年
(
-
四
一
六
）

ま
で
と
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の一

方
で
、
第
二
期
以
降
の
琉
球
官
生
派
遣
に
際
し
て
、
「
乞
ふ
ら
く
は
永
楽
及
び

(23) 

宣
徳
年
間
の
事
（
例
）
に
照
ら
し
」
、
「
礼
部
は
洪
武
・
永
楽
・
宣
徳
間
の
例

(24
)
 

を
按
ず
る
に
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
、
第
一
期
の
琉
球
官
生
は
宣
徳
年
間

（
一
四
二
六
＼
三
五
）
ま
で
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

『明
実
録
』

が
琉
球
官
生
の
派
遣
・
帰
国
に
つ
い
て
完
全
に
網
羅
し
て
い
る
と
は
言
い
難

い
以
上
、
従
来
の
見
解
は
再
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

『南
薙
志
」
儲
養
考
の
儲
養
生
徒
之
名
数
の
条
に
は
、
年
度
毎
の
国
子
監

生
の
人
数
、
内
訳
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
が
、

次
頁
に
挙
げ
た
別
表
で
あ
る
。
こ
の
表
は
年
度
毎
に
全
監
生
の
人
数
、
官
生

の
人
数
、
官
生
の
代
表
と
し
て
そ
の
名
前
が
明
記
さ
れ
て
い
る
者
（
以
後
官

生
筆
頭
者
と
呼
ぶ
）
、
官
生
の
項
目
に
付
記
さ
れ
て
い
る
事
項
（
以
後
官
生
付

記
事
項
と
呼
ぶ
）
、

『南
薙
志
」
事
紀
或
い
は

『明
実
録
』
に
見
ら
れ
る
琉
球

之
名
数
の
条
に
よ
る
と
、
洪
武
二
五
年
(
-
三
九
二
）

官
生
の
派
遣
・
帰
省
に
関
連
す
る
記
事
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
儲
養
生
徒

か
ら
宣
徳
元
年
（
一

四
二
六
）

ま
で
、
毎
年
官
生
筆
頭
者
の
名
前
の
前
に
「
琉
球
国
等
処
」
の
語

句
が
見
ら
れ
る
。
同
じ
く
記
さ
れ
て
い
る
官
生
筆
頭
者
の
名
前
と
合
わ
せ
て

見
る
限
り
、
こ
の
期
間
は
琉
球
官
生
が
南
京
の
国
子
監
に
存
在
し
て
い
た
と

考
え
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。

つ
ま
り
こ
の
時
期
が
、
琉
球
の
官
生
派
遣
の
第

一
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
事
実
は
、
先
に
述
べ
た
第
二
期
以

降
の
琉
球
官
生
派
遣
の
際
の
記
述
と
も
符
合
す
る
。

別
表
を
見
る
と
、
全
監
生
の
人
数
の
中
で
も
官
生
の
人
数
は
非
常
に
少
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
琉
球
官
生
が
派
遣
さ
れ
た
当
初
、
洪
武
二
六
年
（
一

三
九
三
）
以
降
の
十
数
年
は
一
桁
に
留
ま
っ
て
い
る
。
洪
武
二
四
年
に
は
四

十
五
人
の
官
生
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
雲
南
・

四
川
な
ど
の
土
官
が
派
遣
し
た
子
弟
で
あ
る
。
彼
等
が
洪
武
二
四
年
な
い
し

二
五
年
に
相
次
い
で
帰
国
し
た
後
、
国
子
監
に
在
学
し
た
官
生
は
琉
球
官
生

の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
国
子
監
に
派
遣
さ
れ
て
き
た
琉
球
官
生
の
人

数
と
の
比
較
で
確
認
で
き
る
が
、
詳
し
く
は
次
章
で
論
じ
た
い
。
儲
養
生
徒

之
名
数
の
条
か
ら
は
洪
武
二
四
年
以
前
の
官
生
の
人
数
を
確
認
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
前
節
引
用
の
史
料
と
も
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
明
代
初
期
に
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【別表】「南薙志J儲養考上、儲養生徒之名数の条などによる明代初期の琉球官生の在監状況表

年号 監生人数 官生 筆頭者名 官生付記事項 「事紀」 ・「実録」入監 ・帰省記事

洪武24(1391) 1532 45 王保 ※「琉球国等慮」の語見えず 3月、琉球官生の派遣許可。（事）
楊仕賢

25 (1392) 1309 16 人悦慈 5月、日孜毎 ・闊八馬 ・仁悦慈の入
（＝仁悦慈） 監。 12月、 三五郎尾・ 賓他慮尾・ 賀

段志の入監。（共に実）

26(1393) 8124 4 人悦慈 4月、段志毎の入監。（実）

27 (1394) 1520 4 人悦慈

29 (1396) 2月、 三五郎尾等三人の帰省。 11月、
麻奢理・誠志魯の入監。 三五郎墜の
再入監。（共に実）

30(1397) 1829 3 人悦慈

31(1398) 3月、女官生姑魯妹の謝恩来貢（実）

永楽2(1404) 11月、三五良査等九人の入監（事）

3 (1405) 3050 ， 三五良壺 新収琉球国一名李傑、係大国 5月、 李傑の入監。（実 ・事）
山南王下官李仲次男。

4 (1406) 4508 17 三五良登 琉球国中山王下石達魯至韓寧 3月、石達魯等六人の入監（実 ・事）
毎等六名。

5 (1407) 4538 ※官生の名数が欠落

6 (1408) 4814 17 三五良査 4月、李傑の掃省。（事）

7 (1409) 6198 18 三五良壺 閏4月、石達魯の帰省。（事）
11月、李傑の復監。（事）

8 (1410) 6557 16 三五良費 6月、模都古等二人の入監（復監）。
（実 ・事）

9 (1411) 6629 18 三五良壺 琉球国二名懐得 ・祖魯古。 2月、懐得・祖魯古の入監。（実・事）

10 (1412) 7683 19 懐得

11 (1413) 7754 19 懐得 2月、郎同志久 ・周魯毎 ．恰那晟其
の入監。 5月、模都古等三人の帰省。
（共に実 ・事） 8月、李傑の福州→
復監。（事）

12(1414) 6628 21 懐得 琉球国中山王下周魯毎 ．怜那
成 ・散皆益 ・郎同志久四名。

13 (1415) 8260 19 散皆益久

14 (1416) 8561 17 散皆益久

15 (1417) 8467 16 郎同志久

16(1418) 8554 16 郎同志久 琉球国一名周弟。

17(1419) 8551 16 郎同志久
益致毎

18(1420) 9552 15 郎同志

19 (1421) 9884 14 周魯毎

20 (1422) 9972 14 周魯毎 12月、周魯毎・周弟の帰省許可。
（事）

21 (1423) 9861 14 周魯毎

22(1424) 9533 14 周魯毎

洪煕元(1425) 8559 14 韓寧毎

宣徳元(1426) 8666 14 韓寧毎

2 (1427) 7054 15 劉端書 ※以後「琉球国等慮」の語消
える

〇「事紀」 ・「実録」入監 ・帰省記事の（事）は「南薙志」事紀、（実）は 「明実録」に基づく。

0人名の内、山南王が派遣した琉球官生は区別するため、ゴシック体で表記している。
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琉
球
官
生
が
一
度
帰
省
し
た
後
再
び
国
子
監
に
戻
っ
て
く
る
と
い
う
事
例

と
は
思
え
な
い
。

に
つ
い
て
興
味
深
い
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
洪
武
二
五
年
に
国
子
監
に
入

学
し
た
三
五
郎
尾
は
、
同
二
九
年
(
-
三
九
六
）
二
月
に
帰
省
す
る
こ
と
に

な
る
が
、

そ
の
年
の
―
一
月
に
は
再
び
や
っ
て
き
て
、
国
子
監
に
再
入
学
す

る
旨
希
望
し
て
い
る
。
こ
の
三
五
郎
尾
（
も
し
く
は
三
五
郎
甍
と
表
記
）
の

(25
)
 

事
例
は
様
々
な
形
で
注
目
を
集
め
て
い
る
が
、
彼
が
帰
省
し
た
後
再
び
国
子

監
に
戻
っ
て
き
た
こ
と
に
関
し
て
は
、

さ
し
た
る
検
討
が
加
え
ら
れ
て
き
た

は
『
明
実
録
』
に
は
他
に
見
当
た
ら
な
い
が
、
『
南
薙
志
』
を
参
照
す
る
と
三

五
郎
甍
以
外
に
も
同
様
の
事
例
が
確
認
で
き
る
。
本
節
で
は
こ
の
よ
う
な
琉

球
官
生
の
動
き
を
個
別
に
追
っ
て
い
く
こ
と
で
、
第
一
期
の
琉
球
官
生
の
役

従
来
の
『
明
実
録
』
系
史
料
に
よ
る
研
究
で
も
、
こ
の
琉
球
官
生
の
動
き

い
き
た
い
。

五
、
琉
球
官
生
の
「
帰
省
」
と
「
復
監
」

お
い
て
「
官
生
」
と
い
う
用
語
が
示
す
対
象
は
、
品
官
の
子
弟
と
い
う
よ
り

で
あ
ろ
う
。

ー
琉
球
官
生
の
中
琉
間
往
復
の
現
実
ー

前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
琉
球
官
生
は
洪
武
二
五
年
か
ら
宣
徳
元
年
ま

で
の
三
十
五
年
間
に
わ
た
り
国
子
監
に
滞
在
し
て
い
た
。
次
に
こ
の
琉
球
官

生
の
一
人
一
人
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
動
き
が
見
ら
れ
る
か
を
検
肘
し
て

も
む
し
ろ
琉
球
官
生
に
代
表
さ
れ
る
外
夷
の
子
弟
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き

割
を
考
え
て
い
く
際
の
手
が
か
り
と
し
た
い
。
な
お
史
料
上
に
見
ら
れ
る
人

名
に
つ
い
て
は
或
い
は
同
姓
同
名
の
場
合
も
考
え
ら
れ
る
が
、
以
下
の
行
論

の
都
合
上
、
同
一
の
人
名
な
い
し
同
一
音
を
表
す
と
思
わ
れ
る
人
名
は
同
一

の
人
物
を
示
す
も
の
と
し
て
検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
第
一
に
挙
げ
る
の
は
前
述
の
三
五
郎
甍
（
三
五
郎
尾
・
三
五
良
甍
）

で
あ
る
。
前
述
の
通
り
彼
に
つ
い
て
は
『
明
実
録
』
に
よ
っ
て
洪
武
二
五
年

―
二
月
に
国
子
監
へ
入
学
し
、
洪
武
二
九
年
二
月
に
は
帰
省
、
そ
し
て
同
年

(26
)
 

―
一
月
に
再
入
監
す
る
と
い
う
動
き
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
彼
に
関
す
る

記
事
と
し
て
、
『
南
薙
志
』
事
紀
の
永
楽
二
年
(
-
四

0
四）

―
一
月
甲
子
の

「
琉
球
国
中
山
王
の
従
子
三
五
郎
壺
等
九
人
、
謝
恩
を
以
て
京
師
に
至
り
、

監
に
入
り
書
を
読
ま
ん
こ
と
を
奏
請
す
。
之
れ
に
従
ふ
。
給
賜
の
其
の
従
人

に
及
ぶ
こ
と
、

一
々
洪
武
中
の
故
事
の
如
し
。
初
ほ
工
部
を
し
て
王
子
書
房

を
監
の
前
に
建
て
し
め
、
以
て
之
れ
を
居
ら
し
む
。
」

周
知
の
よ
う
に
、
明
朝
で
は
洪
武
三
一
年
(
-
三
九
八
）
に
太
祖
洪
武
帝

が
崩
御
し
た
後
、

そ
の
跡
を
継
い
だ
建
文
帝
の
藩
王
取
り
潰
し
政
策
に
対
し

て
そ
の
叔
父
に
当
た
る
燕
王
様
が
反
旗
を
翻
す
、

い
わ
ゆ
る
「
靖
難
の
変
」

が
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
の
間
琉
球
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
っ
た
の
か
、
『
明

実
録
』
か
ら
は
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
三
五
郎
甍
等
の
琉
球
官
生

が
こ
の
際
の
政
治
的
混
乱
を
避
け
て
一
時
的
に
国
子
監
を
離
れ
て
い
た
こ
と

は
十
分
に
想
定
で
き
る
。
永
楽
二
年
に
彼
と
共
に
入
学
し
た
八
人
の
中
に
も
、

条
に
以
下
の
記
載
が
あ
る
。
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或
い
は
同
様
の
者
が
含
ま
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
後
、
永
楽
三
年

か
ら
同
九
年
(
-
四
―
一
）
に
至
る
ま
で
、
「
三
五
良
査
」
と
い
う
名
が

『南

薙
志
』
儲
養
考
・
儲
養
生
徒
之
名
数
の
条
の
中
に
官
生
筆
頭
者
と
し
て
記
載

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
彼
は
少
な
く
と
も
永
楽
九
年
ま
で
国
子
監
に
在
学
し
て

と
こ
ろ
が
こ
の
永
楽
年
間
の
三
五
郎
甍
の
在
学
が
事
実
だ
と
す
る
と
、
新

た
な
問
題
が
沸
き
上
が
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
既
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と

だ
が
、
『
明
実
録
』
に
よ
れ
ば
永
楽
年
間
の
前
半
期
に
中
山
王
の
使
者
と
し
て
、

中
山
王
の
従
子
も
し
く
は
姪
で
あ
る
「
三
吾
良
甍
」
と
い
う
人
物
が
頻
繁
に

登
場
す
る
。
名
前
及
び
そ
の
肩
書
き
か
ら
し
て
、
国
子
監
に
在
学
し
て
い
た

「
三
五
良
甍
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。
彼
が
国
子

監
に
在
学
し
て
い
る
期
間
を
永
楽
二
年
―
一
月
か
ら
仮
に
永
楽
九
年
末
ま
で

と
す
る
と
、

そ
の
間
に
の
べ
八
回
に
わ
た
っ
て
『
明
実
録
』
に
中
山
王
の
使

(28) 

者
と
し
て
の
彼
の
名
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
国
子
監
に
在
学
し
て

い
る
官
生
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
進
貢
使
節
の
正
使
の
役
割
を
も
果
た
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
特
に
念
頭
に
置
い
て
お
く
必
要

が
あ
ろ
う
。
彼
が
国
子
監
に
在
籍
し
て
い
た
期
間
は
、
途
中
帰
省
な
ど
を
挟

み
な
が
ら
も
、
洪
武
二
五
年
か
ら
永
楽
九
年
ま
で
と
し
て
、
二
十
年
に
も
及

次
に
挙
げ
る
の
は
李
傑
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
名
前
か
ら
し
て
、
後
の
久
米

村
人
に
相
当
す
る
渡
来
中
国
人
と
思
わ
れ
る
が
、
『
明
実
録
』
に
よ
る
と
永
楽

ぶ
こ
と
に
な
る
。

―
一
月
己

三
年
(
-
四

0
五
）
五
月
に
国
子
監
に
入
学
し
て
お
り
、
『
南
薙
志
』
事
紀
に

「
琉
球
国
山
南
王
の
注
応
祖
、
塞
官
の
子
李
傑
を
遣
は
し
、
監
に
赴
か
せ

(29) 

学
を
受
け
し
む
。
夏
衣
一
製
を
賜
ふ
。
」

な
お
別
表
に
も
挙
げ
て
お
い
た
が
、
儲
養
生
徒
之
名
数
の
条
の
永
楽
三
年

の
官
生
付
記
事
項
に
「
新
た
に
収
め
る
琉
球
国
一
名
李
傑
は
、
大
国
山
南
王

の
下
官
李
仲
の
次
男
に
係
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
彼
の
父
親
が
李
仲
と

い
う
名
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
塞
官
の
子
」
李
傑
の
父
親
で
あ
る
か
ら
、

四

0
八）

仲
は
塞
官
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
『
南
薙
志
』
事
紀
の
永
楽
六
年
（
一

四
月
辛
巳
の
条
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。

「
琉
球
官
生
の
李
傑
、
監
に
在
る
こ
と
将
に
三
年
に
及
ば
ん
と
す
。
其
の

兄
の
銘
が
進
貢
し
て
京
師
に
至
る
に
因
り
、
帰
り
て
親
を
省
み
ん
こ
と
を
奏

(30) 

す
。
礼
部
は
以
聞
す
。
之
れ
に
従
ふ
。
」

国
子
監
に
滞
在
し
て
三
年
が
過
ぎ
た
と
い
う
の
は
、
帰
省
を
願
い
出
る
と

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

き
の
常
套
文
句
で
あ
る
。
こ
の
記
述
の
中
で
、
李
傑
に
兄
の
銘
が
存
在
す
る

こ
と
、
銘
が
進
貢
使
節
の
一
行
に
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
銘
が
加

わ
っ
て
い
た
進
貢
使
節
と
は
、
『
明
実
録
』
永
楽
六
年
三
月
乙
亥
の
条
に
見
え

る
山
南
王
注
応
祖
の
使
者
茂
達
姑
耶
等
の
一
行
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
と

こ
ろ
が
そ
の
翌
年
、
『
南
薙
志
」
事
紀
の
永
楽
七
年
(
-
四

0
九）

卯
の
条
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

「
琉
球
・
四
川
・
雲
南
官
民
生
の
李
傑
等
及
び
其
の
従
人
に
冬
衣
・
靴
鞭

(31) 

を
賜
ふ
。
時
に
傑
は
其
の
国
に
親
を
省
み
る
自
り
監
に
復
す
と
云
ふ
。
」

も
同
様
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。
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国
し
た
後
一
年
余
り
の
期
間
を
お
い
て
再
渡
明
し
た
こ
と
に
な
る
。

李
傑
も
先
の
三
五
郎
甍
同
様
、
再
び
国
子
監
に
戻
っ
て
き
て
い
た
の
で
あ

る
。
彼
が
国
子
監
に
戻
っ
て
き
た
の
は
永
楽
七
年
―
一
月
以
前
だ
か
ら
、
帰

の
条
に
は
、

そ
の
四
年
後
、
『
南
薙
志
』
事
紀
の
永
楽
―
一
年
(
-
四
一
三
）
八
月
乙
未

ま
た
興
味
深
い
記
事
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
永
楽
―
一
年
の

八
月
に
「
乙
未
」
の
日
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
恐
ら
く
「
己
未
」
(
-
三
日
）

の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

「
琉
球
官
生
の
李
傑
、
其
の
父
仲
進
貢
し
て
京
に
至
る
も
疾
有
る
に
因
り
、

仲
を
送
り
福
州
に
至
り
て
監
に
還
り
卒
業
せ
ん
こ
と
を
欲
す
。
礼
部
は
啓
を

引
き
、
人
材
田
唆
喜
を
遣
は
し
て
傑
を
護
り
福
州
に
送
り
至
ら
し
む
。
仲
既

念
8
)

に
舟
に
登
り
国
に
帰
れ
ば
、
傑
遂
に
監
に
復
す
。
」

こ
こ
で
ま
た
父
の
仲
が
登
場
す
る
。
仲
が
参
加
し
た
「
進
貢
」
と
は
、

『明

実
録
』
永
楽
―
一
年
八
月
癸
亥
の
条
に
見
ら
れ
る
山
南
王
注
応
祖
の
使
者
郎

頼
誰
結
制
等
の
進
貢
使
節
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
仲
の
病
気
を
理
由
に
福
州

ま
で
同
行
し
た
い
と
願
い
出
た
李
傑
に
対
し
、
礼
部
は
「
啓
」
を
引
用
し
て

田
峻
喜
な
る
人
物
に
護
送
さ
せ
る
処
置
を
執
っ
て
い
る
。
「
啓
」
と
は
、
広
く

奏
疏
・
公
文
・
書
簡
を
指
す
用
語
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
事
例
に
も
前

例
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
仲
を
送
り
赴
く
目
的
地
が
泉
州
で

は
な
く
福
州
で
あ
る
と
い
う
点
も
注
目
さ
れ
る
。

そ
の
後

『南
薙
志
』
に
よ
っ
て
彼
の
名
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
だ

『明
実
録
』
洪
煕
元
年
(
-
四
二
五
）
二
月
辛
酉
の
条
に
中
山
王
世
子

(33) 

尚
巴
志
の
通
事
と
し
て
そ
の
名
が
確
認
で
き
る
。
『
明
実
録
」
の
朝
貢
記
事
に

う
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。

る。 役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

通
事
の
名
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
希
で
あ
り
、

正
使
格
の
人
物
に
何
ら
か
の
事

故
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
回
の
朝
貢
に
限
ら
ず
、
彼
は
通
事

役
と
し
て
常
時
進
貢
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
と
み
な
す
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

李
傑
に
関
す
る
『
南
薙
志
』
の
史
料
は
断
片
的
な
が
ら
も
、
『
明
実
録
』
で
は

う
か
が
う
こ
と
の
で
き
な
い
下
位
の
レ
ベ
ル
の
状
況
を
我
々
に
示
し
て
く
れ

る
と
い
う
意
味
で
、
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
李
傑
と
そ
の
父
の
仲
、

兄
の
銘
は
、
後
の
久
米
村
人
に
相
当
す
る
朝
貢
業
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の

三
番
目
に
挙
げ
る
の
は
模
都
古
で
あ
る
。
彼
の
国
子
監
入
学
に
つ
い
て
は

『明
実
録
』
の
永
楽
八
年
(
-
四
一

0
)
六
月
庚
子
の
条
に
記
事
が
見
ら
れ

「
是
の
日
、
琉
球
国
の
官
生
模
都
古
等
二
人
、
国
子
監
に
入
り
て
学
を
受

(34) 

く
。
皇
太
子
は
悉
く
巾
衣
・
靴
條
・
今
密
褥
．
帳
具
を
賜
は
ん
こ
と
を
命
ず
。
」

と
こ
ろ
が
『
南
薙
志
』
事
紀
に
は
永
楽
八
年
四
月
丁
未
の
条
に
以
下
の
よ

「
礼
部
啓
言
す
ら
く
、
琉
球
国

・
四
川
・
雲
南
の
官
民
生
李
傑
等
及
び
其

の
従
人
、
例
と
し
て
夏
衣
を
賜
ふ
。
惟
だ
琉
球
官
生
の
模
都
古
等
は
其
の
国

に
て
親
を
省
み
る
自
り
復
監
し
、
妻
子
・
女
伴
六
人
を
撃
帯
す
る
も
、
未
だ

給
賜
有
ら
ず
。
皇
太
子
は
エ
部
に
命
じ
て
、
函
か
に
製
り
て
之
れ
を
給
せ
し

(35) 

め
、
初
ほ
悉
く
巾
衣
・
靴
條
・
今
空
褥
・
枕
躍
を
賜
ふ
。
」

こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
『
明
実
録
』
に
見
ら
れ
る
六
月
以
前
に
模
都
古
は
国
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「
琉
球
の
官
生
模
都
古
等
三
人
、
帰
省
せ
ん
こ
と
を
奏
乞
す
。
上
は
礼
部

臣
に
謂
ひ
て
曰
く
、
遠
人
の
来
学
す
る
こ
と
、
誠
に
美
事
た
り
。
親
を
思
ひ

て
帰
る
も
、
亦
た
人
情
な
り
。
宜
し
く
厚
く
賜
ひ
て
以
て
之
れ
を
栄
へ
し
め

よ
。
遂
に
綜
幣
表
裏
・
襲
衣
及
び
紗
を
賜
ひ
、
道
里
の
費
と
為
さ
し
む
。
例

(39) 

ほ
兵
部
に
命
じ
て
、
駅
伝
を
給
ふ
。
」

こ
の
記
事
に
つ
い
て
は

『明
実
録
』
の
同
日
の
条
に
ほ
と
ん
ど
全
く
同
じ

記
事
が
見
ら
れ
る
。

『南
薙
志
』
編
纂
時
に

『明
実
録
』
を
参
照
し
た
と
は
思

の
条
に
模
都
古
等
三
人
の
掃
省
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。

子
監
に
滞
在
し
て
お
り
、

し
か
も
そ
れ
は
一
度
帰
省
し
た
後
に
戻
っ
て
き
た

と
し
て
い
る
。
琉
球
官
生
は
基
本
的
に
三
年
の
在
学
の
後
帰
省
す
る
か
ら
、

永
楽
四
年
(
-
四

0
六
）
の
石
達
魯
等
の
国
子
監
入
学
の
際
に
一
緒
に
入
学

(36) 

し
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
す
る
と
、
模
都
古
は
永
楽
四
年
に
入
学
し
、
約

三
年
の
国
子
監
の
滞
在
の
後
帰
省
、

そ
し
て
永
楽
八
年
四
月
の
直
前
に
国
子

監
に
戻
っ
て
き
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
際
、
「
妻
子
・
女
伴
六

人
」
を
伴
っ
て
き
た
と
い
い
、
彼
女
た
ち
に
対
し
て
も
悉
く
給
賜
が
あ
っ
た

と
い
う
。
当
時
国
子
監
生
が
そ
の
妻
子
を
帯
同
し
て
国
子
監
に
入
る
こ
と
、

(38) 

も
し
く
は
宿
舎
に
泊
め
る
こ
と
は
監
規
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
し
か

も
琉
球
か
ら
海
を
渡
っ
て
南
京
の
国
子
監
ま
で
や
っ
て
き
た
官
生
が
妻
子
や

女
の
召
使
い
を
連
れ
て
来
る
と
い
う
の
は
、
や
は
り
尋
常
な
こ
と
で
は
な
い
。

少
な
く
と
も
専
任
の
教
習
の
下
で
修
学
に
専
念
し
た
と
さ
れ
る
清
代
の
琉
球

官
生
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
、
到
底
理
解
で
き
な
い
事
態
で
あ
る
。

『
南
薙
志
』
に
は
そ
の
三
年
後
、
永
楽
―
一
年
(
-
四
一
三
）

五
月
庚
寅

ら
れ
る
。

―
二
月
壬
辰
の
条
に
彼
の
帰
国
の
記
事
が

わ
れ
な
い
か
ら
、
こ
の
記
事
は
南
京
国
子
監
に
残
さ
れ
て
い
た
梢
案
を
参
照

に
よ
っ
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
事
例
か
ら
し
て
、

こ
の
後
彼
が
再
び
国
子
監
に
戻
っ
て
き
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

楽
四
年
頃
か
ら
同
一
―
年
ま
で
彼
が
「
官
生
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四
番
目
に
挙
げ
る
の
は
周
魯
毎
で
あ
る
。
彼
に
つ
い
て
は

『南
薙
志
』
事

紀
の
永
楽
―
一
年
(
-
四
一
三
）
二
月
壬
子
の
条
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
見

「
琉
球
国
中
山
王
の
思
紹
、
使
を
遣
は
し
て
塞
官
之
子
郎
同
志
久
・
周
魯

毎
・
恰
那
晟
其
の
三
人
を
送
り
、
監
に
入
れ
学
を
受
け
し
む
。
給
賜
す
る
こ

(40) 

と
例
の
如
し
。
」

『明
実
録
』
永
楽
―
一
年
二
月
辛
亥
の
条
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
記
事
が
見
ら

れ
る
。
彼
に
関
す
る
記
事
は
そ
の
後
し
ば
ら
く
途
絶
え
る
が
、

『南
薙
志
』
事

紀
の
永
楽
二

0
年
(
-
四
二
二
）

登
場
す
る
。

「
琉
球
の
官
生
周
魯
毎
・
周
弟
、
監
に
在
る
こ
と
三
年
、
例
と
し
て
当
に

親
を
省
み
て
国
に
帰
る
べ
し
。
礼
部
以
聞
す
。
上
は
之
れ
に
従
ひ
、
其
の
国

の
使
臣
還
る
の
日
を
候
ち
て
始
め
て
行
は
し
む
。
」

周
弟
に
つ
い
て
は
、

『南
薙
志
』
儲
養
考
・
儲
養
生
徒
之
名
数
の
条
の
永
楽

一
六
年
(
-
四
一
八
）

の
官
生
付
記
事
項
に
「
琉
球
国
一
名
、
周
弟
」
の
記

し
か
し
以
上
確
認
し
た
だ
け
で
も
、

一
度
の
帰
省
を
挟
ん
で
、
恐
ら
く
は
永

し
て
記
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
記
事
の
内
容
自
体
は
『
明
実
録
』
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間
国
子
監
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

の
間
を
お
か
ず
に
帰
国
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
も
あ

れ
、
周
魯
毎
は
永
楽
―
一
年
か
ら
同
二
二
年
ま
で
、
帰
省
を
挟
ん
で
一
―
年

最
後
に
挙
げ
る
の
は
韓
寧
毎
で
あ
る
。
彼
の
名
前
は
『
南
薙
志
』
儲
養
考
・

者
模
都
古
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
か
ら
、

―
二
月
の
帰
省
許
可
か
ら
さ
ほ
ど

れ
て
い
る
。

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

述
が
見
ら
れ
、
こ
の
年
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
と
す
れ
ば
実
際

に
周
弟
が
国
子
監
に
滞
在
し
た
期
問
は
四
年
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
周
魯
毎

も
一
度
の
帰
省
の
後
、
周
弟
と
共
に
永
楽
一
六
年
に
再
入
監
し
た
と
考
え
る

だ
が
、
周
魯
毎
等
は
そ
の
後
も
南
京
国
子
監
に
残
り
続
け
た
。

『南
薙
志
』

事
紀
の
永
楽
ニ
―
年
（
一
四
二
三
）

四
月
甲
寅
の
条
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ

「
四
川
・
雲
南
の
官
民
生
酪
進
等
六
十
一
人
、
例
と
し
て
当
に
夏
衣
を
給

賜
す
べ
し
。
其
の
琉
球
の
官
生
周
魯
毎
等
は
尚
ほ
猶
ほ
未
だ
行
は
ず
。
宜
し

く
一
体
に
給
賜
す
べ
し
。
自
後
逓
年
の
冬
夏
の
衣
服
は
、
皆
南
京
礼
部
よ
り

南
京
工
部
に
行
文
し
て
成
造
せ
し
め
、
時
に
依
り
て
給
賜
し
、
奏
請
を
待
た

(42
)
 

ず
、
著
し
て
為
に
馳
奏
し
以
聞
せ
し
め
よ
。
上
之
れ
に
従
ふ
。
」

更
に

『南
薙
志
』
儲
養
考
・
儲
養
生
徒
之
名
数
の
条
に
よ
る
と
、
永
楽
ニ

二
年
(
-
四
二
四
）

ま
で
周
魯
毎
の
名
が
官
生
の
筆
頭
者
と
し
て
記
載
さ
れ

て
い
る
。
周
魯
毎
等
が
一
緒
に
帰
国
す
る
は
ず
だ
っ
た
「
其
の
国
の
使
臣
」

は

『明
実
録
』
永
楽
二

0
年
一

0
月
癸
巳
の
条
に
見
え
る
中
山
王
思
紹
の
使

ら
れ
る
。

で
あ
る
。

儲
養
生
徒
之
名
数
の
条
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
同
条
の
永
楽
四
年
(
-
四

0

六
）
の
官
生
付
記
事
項
に
は
、
「
琉
球
国
中
山
王
下
の
石
達
魯
よ
り
韓
寧
毎
等

に
至
る
六
名
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
年
に
彼
が
国
子
監
に
入
学
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。
以
後
彼
の
名
前
は
姿
を
消
す
が
、
時
代
が
下
っ
て
洪
煕
元
年

（
一
四
二
五
）
、
宣
徳
元
年
(
-
四
二
六
）
に
な
る
と
、
官
生
筆
頭
者
と
し
て

彼
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。
同
一
人
物
と
す
れ
ば
二

0
年
間
に
も
わ
た
っ
て

国
子
監
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
事
例
か
ら
、
約
三
年

に
一
度
は
帰
省
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

て
そ
の
動
向
を
追
跡
し
て
み
た
が
、

そ
れ
に
し
て
も
非
常
に
長
期

以
上
、
特
に
注
目
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
五
人
の
琉
球
官
生
を
取
り
上
げ

む
ろ
ん
そ
れ
以
外
の
琉
球
官
生
に
つ
い

て
も
、
『南
薙
志
』
は
様
々
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
。
例
え
ば
、

『南
薙
志
』

事
紀
の
永
楽
七
年
(
-
四

0
九
）
閏
四
月
の
条
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
見

「
琉
球
の
官
生
石
達
魯
、
監
に
在
る
こ
と
三
年
、
例
と
し
て
当
に
親
を
省

み
る
べ
く
、
王
舅
仁
悦
慈
と
同
に
国
に
帰
ら
ん
と
欲
す
。
礼
部
は
事
の
外
夷

(43) 

に
属
す
る
を
以
て
、
馳
駅
以
聞
す
。
上
之
れ
に
従
ふ
。
」

内
容
自
体
は
石
達
魯
の
帰
省
の
記
事
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
洪
武
二
五
年

に
派
遣
さ
れ
た
官
生
で
あ
る
仁
悦
慈
（
『
南
薙
志
』
で
は
「
人
悦
慈
」
と
も
表

記
）
が
王
舅
と
し
て
進
貢
使
節
の
正
使
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

こ
の
回
の
進
貢
に
相
当
す
る
記
事
は
『
明
実
録
』
永
楽
七
年
四
月
癸
未
の
条
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あ
る
。
『
南
薙
志
』
儲
養
考
・儲
養
生
徒
之
名
数
の
条
を
見
て
も
、
官
生
の
記

か
む
こ
と
は
で
き
る
。

致
毎
」
と
い
う
名
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。

れ
る
益
智
毎
は
、
永
楽
一
七
年
(
-
四
一
九
）

の
官
生
筆
頭
者
と
し
て
「
益

に
見
ら
れ
る
が
、
正
使
の
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に

『南
薙

志
』
の
史
料
に
よ
っ
て
『
明
実
録
』

と
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
琉
球
官
生
の
在
監
状
況
に
注
目

し
て
み
て
も
、
先
の
石
達
魯
が
永
楽
四
年
に
入
監
し
た
後
、
永
楽
七
年
に
帰

省
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
他
、
永
楽
―
一
年
(
-
四
一
三
）
に
入
監
し
た

郎
同
志
久
は
儲
養
考
・
儲
養
生
徒
之
名
数
の
条
に
よ
っ
て
永
楽
一
五
＼
一
七

年
(
-
四
一
七
＼
一
九
）

四
一
四
）

る
散
皆
益
（
久
）

の
朝
貢
記
事
を
補
完
で
き
る
と
い
う
こ

の
在
監
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
永
楽
―
二
年
（
一

の
官
生
付
記
事
項
に
部
同
志
久
等
と
共
に
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い

は
、
同
一
三

・
一
四
年
(
-
四
一
五
・
一
六
）

も
ち
ろ
ん
『
南
薙
志
』

の
官
生
筆

頭
者
と
し
て
そ
の
名
前
を
残
し
て
い
る
。
『
明
実
録
』
で
そ
の
在
監
が
確
認
さ

に
よ
っ
て
も
琉
球
官
生
の
動
き
を
完
全
に
捉
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
幾
つ
か
の
特
徴
を
つ

ま
ず
第
一
に
、
確
認
し
う
る
限
り
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
洪
武
二
五
年

の
琉
球
官
生
派
遣
開
始
以
来
宣
徳
元
年
に
至
る
ま
で
の
間
、
南
京
の
国
子
監

に
は
必
ず
琉
球
官
生
が
滞
在
し
て
い
る
状
態
が
続
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

述
自
体
が
脱
落
し
て
い
る
永
楽
五
年
(
-
四

0
七
）
を
除
け
ば
、
筆
頭
者
の

名
前
は
必
ず
「
琉
球
国
等
処
」
の
何
某
と
あ
り
、
琉
球
官
生
の
滞
在
を
示
し

て
い
る
。
後
代
の
琉
球
官
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
派
遣
が
単
発
で
あ
り
、
国
子
監

て
い
た
よ
り
は
る
か
に
長
期
に
わ
た
っ
て
滞
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
『
明
実
録
』
同
様
、
『
南
薙
志
』
事
紀
も
琉
球
官
生
の
入
監
・帰
省
に
関
わ

る
記
事
を
き
ち
ん
と
網
羅
し
て
い
る
と
は
到
底
言
い
難
い
か
ら
、
こ
の
時
期

の
琉
球
官
生
は
実
際
に
は
更
に
長
期
に
わ
た
っ
て
国
子
監
に
滞
在
し
て
い
た

可
能
性
を
意
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
冒
頭

で
挙
げ
た
伊
波
氏
の
「
学
に
馴
れ
な
い
貴
公
子
の
連
中
は
到
底
長
期
の
修
学

に
た
へ
な
い
で
」
と
い
う
見
解
は
全
く
事
実
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
に
、
長
期
に
わ
た
っ
て
国
子
監
に
滞
在
し
て
い
た
琉
球
官
生
も
、
三

年
が
過
ぎ
る
と
決
ま
っ
た
よ
う
に
帰
省
を
願
い
出
、
帰
省
し
て
再
び
国
子
監

に
戻
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
帰
省
の
記
事
の

ほ
と
ん
ど
に
「
監
に
在
る
こ
と
三
年
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
繰

り
返
す
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
洪
武
一
六
年
(
-
三
八
三
）

に
は
両
親
が
健
在
で
あ
る
国
子
監
生
は
入
学
し
て
三
年
が
過
ぎ
た
ら
期
限
を

(44) 

立
て
て
帰
省
さ
せ
よ
と
い
う
命
令
が
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
命
令
に
則
っ

て
琉
球
官
生
も
三
年
毎
に
帰
省
を
願
い
出
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
琉

年
間
の
周
魯
毎
や
八
年
間
の
李
傑
、
七
年
間
の
模
都
古
等
も
従
来
考
え
ら
れ

後
代
の
琉
球
官
生
の
事
例
と
比
較
し
て
異
常
と
い
う
べ
き
で
あ
る
し
、
十

に
琉
球
官
生
が
滞
在
し
て
い
な
い
時
期
の
方
が
は
る
か
に
長
い
か
ら
、
こ
の

第
二
に
、
長
期
に
わ
た
っ
て
国
子
監
に
滞
在
し
て
い
た
琉
球
官
生
が
多
数

確
認
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
途
中
に
帰
省
の
時
期
を
挟
む
と
は
い
え
、

三
五
郎
甍
や
韓
寧
毎
の
よ
う
に
滞
在
期
間
が
二
十
年
間
に
も
わ
た
る
事
例
は
、

こ
と
は
注
目
す
べ
き
事
実
と
い
え
よ
う
。
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の
子
弟
で
あ
っ
た
か
ら
、

と
な
り
、

さ
ら
に
中
山
王
武
寧
の
姪
、

そ
し
て
中
山
王
思
紹
の
姪
と
な
っ
て

り
、
彼
は
初
め
山
南
王
承
察
度
の
姪
で
あ
り
、
次
い
で
中
山
王
察
度
の
従
子

第
四
に
、
三
五
郎
甍
の
よ
う
な
、
国
子
監
の
官
生
で
あ
り
な
が
ら
同
時
に

進
貢
使
節
の
正
使
を
務
め
る
人
物
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う

し
た
状
況
が
生
じ
た
最
大
の
理
由
は
、
彼
の
肩
書
き
に
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
~t゚
し

球
官
生
の
場
合
、
帰
省
す
る
に
は
必
ず
海
を
渡
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
果
た
し
て

他
の
国
子
監
生
の
よ
う
に
帰
省
の
際
に
期
限
が
立
て
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
定

か
で
は
な
い
。
問
題
は
そ
う
し
て
帰
省
し
た
琉
球
官
生
が
再
び
国
子
監
に
戻
っ

て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
交
通
事
情
を
考
え
れ
ば
、
南
京
と
琉

球
の
間
を
一
往
復
す
る
の
は
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
何
故
当
時
の

琉
球
官
生
が
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
背
負
っ
て
ま
で
一
＿
一
年
毎
に
琉
球
と
国
子

監
の
間
を
往
復
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
章
に
論
を
譲
り

つ
ま

い
る
が
、
「
王
の
姪
（
従
子
）
」
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
一
貫
し
て
い
た
。
琉

球
官
生
派
遣
開
始
の
経
緯
で
見
た
よ
う
に
、
派
遣
さ
れ
る
べ
き
官
生
は
塞
官

王
の
姪
で
あ
っ
た
三
五
郎
甍
は
他
の
官
生
よ
り

一

段
高
い
位
置
付
け
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
洪
武
二
九
年

二
月
の
帰
省
の
際
、
塞
官
の
子
の
実
那
慮
甍
等
へ
の
下
賜
品
が
紗
二
十
錠
．

採
段
一
表
裏
だ
っ
た
の
に
対
し
、
三
五
郎
甍
へ
の
下
賜
品
は
白
金
七
十
両
・

採
段
六
表
裏
・
紗
五
十
錠
と
破
格
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
が
。

そ
の
よ
う
な
待
遇
を
受
け
て
い
た
か
ら
こ
そ
明
朝
も
彼
を
正
使
と
し
て
認
め
、

ま
た
琉
球
側
も
彼
に
対
し
て
王
の
姪
と
い
う
肩
書
き
を
保
障
し
、
正
使
の
役

割
を
委
ね
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
の
事
例
は
国
子
監
に
長
期
滞
在
す
る
官
生
が

進
貢
業
務
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
実
例
と
い
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。

第
二
章

文
化
吸
収
、

第
＿
期
琉
球
官
生
派
遣
の
意
義

も
し
く
は
進
貢
業
務
に
必
要
な
語
学
能
力
を
修
得
す
る
た
め
の

手
段
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
前
章
の
『
南
薙
志
』
を
主
と
し
た

検
討
に
よ
っ
て
第
一
期
の
琉
球
官
生
像
が
覆
さ
れ
た
以
上
、
こ
の
従
来
の
見

解
も
再
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
本
節
で
は
、
明
代
初
期
に
存
在

し
た
他
の
朝
貢
国
や
土
官
か
ら
の
官
生
派
遣
の
事
例
を
適
宜
参
照
し

つ
つ
、

『南
薙
志
』
儲
養
考
の
儲
養
生
徒
之
定
制
に
よ
る
と
、
明
代
初
期
に
は
琉

球
の
他
に
高
麗
・
日
本
・
雲
南
曜
曜
等
土
官
か
ら
も
官
生
が
派
遣
さ
れ
て
い

た
と
い
う
。
そ
の
内
日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
た
官
生
に
つ
い
て
は
、
『
明
実
録
』

『
南
薙
志
』
共
に
ご
く
わ
ず
か
な
記
事
を
載
せ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
『
明
実

佑
壽
等
」

録
』
に
は
、
洪
武
二
二
年
(
-
三
八
九
）
一

0
月
丁
酉
の
条
に
「
日
本
生
膝

(46) 

へ
の
給
賜
の
記
事
が
あ
り
、
翌
二
三
年
(
-
三
九

0
)
九
月
の
条

(47) 

へ
の
給
賜
の
記
事
が
見
え
る
。
さ
ら
に
翌
二

に
は
「
日
本
国
王
子
勝
佑
壽
」

こ
の
時
期
の
琉
球
官
生
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
第
一
期
を
含
め
た
琉
球
の
官
生
派
遣
は
中
国
の

一
、
琉
球
か
ら
見
た
派
遣
官
生
の
役
割
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は
金
濤
の
み
が
進
士
と
な
り
、
県
丞
の
役
職
を
与
え
ら
れ
た
も
の
の
、
中
国

四
年
(
-
三
九
一
）

五
月
乙
巳
の
条
に
は
「
膝
祐
壽
」
を
観
察
使
に
任
命
す

(48) 

る
と
い
う
記
事
が
見
ら
れ
る
。
『
南
薙
志
』
で
は
事
紀
・
洪
武
二
三
年
五
月
辛

亥
の
条
に
日
本
生
が
「
入
監
」
し
た
と
い
う
記
事
が
見
ら
れ
、
洪
武
二
二
年

に
既
に
日
本
生
の
存
在
を
示
す
『
明
実
録
』
と
食
い
違
う
が
、

挙
受
験
に
あ
っ
た
ら
し
く
、
翌
洪
武
四
年
(
-
三
七
一
）

日
本
生
の
存

在
自
体
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
時
期
の
明
朝
と
日
本
と
の
関

係
は
非
常
に
悪
化
し
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
状
況
下
で
何
故
日
本
か
ら
官
生

(49) 

が
派
遣
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

高
麗
は
宋
朝
以
来
中
国
の
国
子
監
へ
留
学
生
を
多
数
派
遣
し
て
き
た
経
緯

も
あ
り
、
明
朝
成
立
直
後
に
は
既
に
官
生
派
遣
を
行
な
っ
て
い
た
。
『
高
麗
史
』

世
家
の
恭
慾
王
一
九
年
(
-
三
七

O・
洪
武
三
年
）
九
月
辛
丑
の
条
に
よ
る

と
、
こ
の
時
に
朴
賓
・
金
濤
・
柳
伯
濡
の
三
人
を
「
挙
子
」
と
し
て
明
朝
へ

(50) 

派
遣
し
て
い
る
。

『
高
麗
史
』
に
は
国
子
監
入
学
と
い
う
表
現
は
使
わ
れ
て
い

な
い
が
、
『
南
薙
志
』
儲
養
考
・
儲
養
生
徒
之
定
制
の
条
に
は
金
溜
等
が
国
学

に
入
り
学
習
し
た
と
あ
る
か
ら
、
国
子
監
へ
の
留
学
生
で
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
た
だ
し
、
彼
等
高
麗
か
ら
の
留
学
生
の
目
的
は
あ
く
ま
で
も
科

の
科
挙
に
お
い
て

語
が
不
得
手
な
こ
と
と
親
が
年
老
い
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
辞
退
し
、
他
の

(51) 

留
学
生
と
共
に
す
ぐ
に
帰
国
し
て
い
る
。
翌
洪
武
五
年
(
-
三
七
二
）
に
高

麗
は
再
び
国
子
監
へ
の
留
学
生
を
派
遣
す
る
が
、
洪
武
帝
は
外
国
の
子
弟
を

受
け
入
れ
る
こ
と
は
親
子
を
引
き
離
す
こ
と
に
な
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は

強
制
で
き
な
い
と
し
て
、
遠
回
し
に
拒
絶
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は

前
年
金
濤
が
進
士
に
及
第
し
な
が
ら
官
職
に
就
こ
う
と
せ
ず
帰
国
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
に
洪
武
帝
が
失
望
し
た
結
果
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、

ろ
そ
の
頃
か
ら
現
実
問
題
と
な
り
始
め
た
遼
東
を
巡
る
両
国
の
対
立
の
影
響

(53) 

が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
後
高
麗
か
ら
国
子
監
へ
の
留
学
生
を
派
遣

(54) 

し
た
事
例
は
確
認
で
き
な
い
。

雲
南
・
四
川
な
ど
の
土
官
か
ら
も
そ
の
子
弟
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
は
前
述

の
通
り
で
あ
る
。
国
子
監
で
は
官
生
と
な
っ
た
土
官
子
弟
の
み
な
ら
ず
、
彼

等
の
支
配
地
域
か
ら
選
抜
さ
れ
た
民
生
も
同
様
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
が
、

こ
れ
ら
の
民
生
に
つ
い
て
は
取
り
あ
え
ず
検
討
か
ら
除
外
し
た
い
。
土
官
か

ら
派
遣
さ
れ
た
官
生
の
存
在
は
、
洪
武
一
五
年
(
-
三
八
二
）

る
雲
南
平
定
の
後
に
確
認
で
き
る
。
個
別
の
事
例
は
多
数
存
在
す
る
が
、

の
中
で
も
特
に
洪
武
二
三
・
ニ
四
年
(
-
三
九

O・
九
一
）
に
派
遣
が
集
中

し
て
い
る
様
が
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
を
並
べ
て
み
る
と
、
こ
の
時

期
に
官
生
を
派
遣
し
た
土
官
は
、
す
べ
て
四
川
・
雲
南
・
貴
州
が
境
を
接
す

る
ご
く
限
定
さ
れ
た
地
域
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
地
域
で

は
洪
武
ニ
―
年
(
-
三
八
八
）
六
月
に
東
川
諸
蛮
の
反
乱
が
起
こ
っ
て
お
り
、

そ
れ
に
対
し
て
明
朝
は
頴
国
公
博
友
徳
等
を
派
遣
し
て
鎮
圧
に
当
た
ら
せ
て

い
る
。
翌
二
二
(
-
三
八
九
）
年
三
月
、
明
朝
は
反
乱
を
鎮
圧
し
た
博
友
徳

等
の
軍
を
湖
広
•
四
川
の
各
衛
に
分
駐
さ
せ
る
と
い
う
行
動
に
出
た
。
こ
れ

重
な
ら
な
い
が
、

で
の
東
川
諸
蛮
に
続
く
反
乱
の
発
生
を
想
定
し
、

む
し

の
明
朝
に
よそ

ら
の
駐
屯
地
の
ほ
と
ん
ど
は
官
生
派
遣
を
行
な
っ
た
土
官
の
支
配
地
域
と
は

(56) 

そ
の
地
域
を
囲
む
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
地
域

そ
れ
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
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意
味
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

差
し
出
す
動
機
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
人
質
を
差
し
出
す
の
で

け
る
博
友
徳
軍
駐
屯
の
よ
う
な
明
朝
の
脅
威
が
存
在
せ
ず
、
従
っ
て
人
質
を

に
こ
の
地
域
の
少
数
民
族
を
威
圧
す
る
こ
と
が
こ
の
駐
屯
の
目
的
で
あ
っ
た

こ
と
は
ほ
ぽ
間
違
い
な
い
。
多
賀
周
五
郎
氏
は
「
明
太
宗
の
学
校
教
育
政
策
」

の
中
で
、
永
楽
四
年
(
-
四

0
六）

の
車
里
・
木
邦
・
麓
川
等
処
宣
慰
使
の

刀
逼
答
か
ら
の
子
弟
派
遣
の
事
例
を
引
い
て
、
こ
れ
が
国
子
監
へ
の
留
学
生

派
遣
に
名
を
借
り
た
人
質
で
あ
る
こ
と
を
永
楽
帝
が
見
破
り
、
人
質
を
取
る

意
志
が
な
い
こ
と
を
告
げ
て
帰
ら
せ
た
と
い
う
記
述
か
ら
「
こ
れ
は
、
太
宗

の
意
向
に
、
留
学
生
を
人
質
的
に
取
り
扱
う
意
志
が
な
い
こ
と
を
し
め
す
も

(57) 

の
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
だ
が
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
む
し
ろ
当

時
に
お
い
て
国
子
監
へ
の
留
学
生
派
遣
が
人
質
を
差
し
出
す
目
的
で
行
な
わ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
土
官
か
ら
の
官
生
派
遣
も
そ
の
よ
う

こ
れ
ら
他
の
朝
貢
国
・
土
官
か
ら
派
遣
さ
れ
た
官
生
達
と
琉
球
官
生
を
比

較
す
る
と
き
、
琉
球
官
生
の
派
遣
の
中
に
人
質
を
差
し
出
す
と
い
っ
た
意
医

は
想
定
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
琉
球
に
は
雲
南
・
四
川
等
の
土
官
に
お

あ
れ
ば
、
派
遣
さ
れ
る
の
は
王
族
の
子
弟
で
あ
る
べ
き
で
、
基
本
的
に
塞
官

の
子
弟
を
派
遣
し
て
い
た
と
い
う
状
況
か
ら
も
琉
球
官
生
が
人
質
と
し
て
の

だ
と
す
れ
ば
、
琉
球
官
生
の
派
遣
の
動
機
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
際
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、
前
章

で
明
ら
か
に
な
っ
た
琉
球
官
生
の
在
監
状
況
で
あ
る
。
琉
球
官
生
個
人
が
長

な
動
機
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

期
に
わ
た
っ
て
国
子
監
に
滞
在
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
第
一
期
全
体
で
見

て
も
、
官
生
派
遣
開
始
以
後
、
常
に
国
子
監
に
琉
球
官
生
が
滞
在
す
る
状
態

が
保
た
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
比
べ
て
洪
武
二
三
・
ニ
四
年
に
派
遣
さ
れ
た
雲

一
、
二
年
の
内
に
潮
が
引
く
よ
う
に
国
子
監
を
離

南
•
四
川
官
生
た
ち
は
、

れ
て
い
る
。
彼
等
の
帰
郷
に
つ
い
て
『
明
実
録
』
に
は
さ
し
た
る
記
載
は
な

(58) 
い
が
、
『
南
薙
志
』
事
紀
は
雲
南
•
四
川
官
生
の
大
量
帰
郷
の
事
実
を
記
載
し

(59) 

て
い
る
。
『
南
薙
志
』
儲
養
考
・
儲
養
生
徒
之
名
数
の
条
に
記
載
さ
れ
た
こ
の

時
期
の
官
生
の
在
監
数
も
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
洪
武
二
四
年
の
在
監
官

生
は
四
十
五
人
で
あ
り
、
雲
南
・
四
川
か
ら
大
量
に
官
生
が
派
遣
さ
れ
た
事

実
を
反
映
し
て
い
る
が
、
琉
球
官
生
の
派
遣
が
開
始
さ
れ
た
翌
二
五
年
に
は

十
六
人
、
更
に
同
二
六
年
に
は
四
人
と
大
き
く
減
少
し
て
し
ま
う
。
琉
球
か

ら
は
洪
武
二
五
年
に
中
山
か
ら
日
孜
毎
．
闊
八
馬
・
仁
悦
慈
、
山
南
か
ら
三

五
郎
尾
・
実
他
慮
尾
・
賀
段
志
が
、
翌
二
六
年
に
は
中
山
か
ら
段
志
毎
が
派

遣
さ
れ
て
お
り
、
洪
武
二
六
年
の
四
人
は
す
べ
て
琉
球
官
生
で
あ
っ
た
と
断

(60) 

定
で
き
る
。
以
後
洪
武
年
間
の
官
生
は
す
べ
て
琉
球
官
生
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
雲
南
・

四
川
か
ら
大
量
に
派
遣
さ
れ
た
官
生
は
洪
武
二

(61) 

五
年
の
内
に
す
べ
て
国
子
監
を
去
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
等
と
比
べ
て
は

る
か
に
長
期
に
わ
た
っ
て
、

し
か
も
切
れ
目
な
く
国
子
監
に
常
駐
し
続
け
た

琉
球
官
生
の
特
異
性
は
、
科
挙
受
験
の
の
ち
間
を
お
か
ず
に
婦
国
し
た
高
麗

の
留
学
生
の
事
例
と
比
べ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

琉
球
官
生
が
長
期
に
わ
た
っ
て
国
子
監
に
滞
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
理
由
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ニ
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十
年
に
わ
た
っ
て
国
子
監
に
籍
を
持
っ
て
い
た
三
五
郎
甍
の
事
例
で
あ
る
。

彼
が
官
生
で
あ
り
な
が
ら
同
時
に
進
貢
使
節
の
正
使
と
し
て
史
料
に
名
を
残

し
て
い
る
こ
と
は
、
前
章
で
述
べ
た
。
彼
の
ケ
ー
ス
は
王
の
従
子
と
い
う
肩

書
き
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
決
し
て
一
般
化
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
官
生
の
派
遣
と
朝
貢
業
務
の
結
び
つ
き
を
示
し
て
い
る
と
い
う
点

は
無
視
で
き
な
い
。
国
子
監
に
籍
を
置
き
京
師
に
長
期
滞
在
す
る
こ
と
が
、

彼
の
朝
貢
業
務
の
遂
行
に
と
っ
て
有
利
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『明
実
録
』

で
は
進
貢
使
節
の
正
使
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
地
位
の
人
物
の
名
前
し
か

記
し
て
い
な
い
の
で
、
三
五
郎
甍
以
外
の
官
生
が
朝
貢
業
務
の
一
端
を
担
っ

て
い
た
と
し
て
も
記
録
に
残
る
可
能
性
は
ま
ず
な
い
。
し
か
し
京
師
に
長
期

滞
在
す
る
官
生
の
存
在
が
、
京
師
の
事
情

・
情
勢
を
詳
細
に
つ
か
み
、
朝
貢

業
務
を
円
滑
に
遂
行
し
て
い
く
上
で
非
常
に
有
益
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は

十
分
に
想
定
で
き
る
。
田
名
真
之
氏
に
よ
る
と
、
当
時
の
朝
貢
使
節
の
規
模

(62
)
 

は
後
代
の
そ
れ
よ
り
も
か
な
り
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
使
節

が
毎
年
の
よ
う
に
京
師
を
訪
れ
る
状
況
下
で
は
、
琉
球
官
生
の
サ
ポ
ー
ト
は

非
常
に
有
用
な
も
の
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
彼
等
は
明
朝
と
の
朝
貢
業
務

を
通
事
役
な
ど
の
形
で
補
完
す
る
の
み
で
は
な
く
、
使
節
の
私
貿
易
を
含
む

交
易
活
動
に
お
い
て
も
活
躍
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
長
期
滞
在
の
利
点

と
し
て
は
も
う
一
っ
、
語
学
修
得
に
絶
好
の
環
境
で
あ
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ

る
が
、
直
接
朝
貢
業
務
を
担
う
に
足
る
語
学
能
力
を
持
つ
人
材
を
養
成
す
る

の
が
主
目
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
同
じ
人
物
を
長
期
に
わ
た
っ
て
派
遣
す
る
よ

り
も
む
し
ろ
派
遣
期
間
を
数
年
に
限
定
し
、

よ
り
多
数
の
官
生
を
派
遣
す
る

ら
れ
る
。

方
が
効
率
が
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
朝
貢
業
務
と
の
関
わ
り
で
官
生
派
遣
を
考

え
る
な
ら
ば
、
彼
等
の
国
子
監
在
学
の
意
義
を
語
学
能
力
の
修
得
の
み
に
限

定
せ
ず
、
国
子
監
に
滞
在
す
る
こ
と
自
体
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
琉
球

官
生
の
派
遣

・
在
監
の
状
況
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、

貢
業
務
を
補
完
す
る
、

そ
の
意
義
は
琉
球
の
朝

い
わ
ば
サ
ボ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
に
求
め
ら
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
語
学
修
得
は
第
二
義
的
な
位
置
付
け
に
留
ま
る
も
の
と
考
え

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、
前
章
で
確
認
し
た
琉
球
官
生
の
帰
省
↓
復

監
の
動
き
に
つ
い
て
も
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
両
親

が
健
在
で
あ
る
国
子
監
生
は
入
学
し
て
三
年
経
て
ば
親
元
に
帰
省
せ
し
む
べ

し
と
の
命
令
が
出
さ
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
そ
の
意
医
か
ら
し
て
、
こ
の
命

令
が
三
年
在
学
し
た
国
子
監
生
を
強
制
的
に
帰
省
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
は

考
え
に
く
い
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
事
例
も
、
多
く
の
場
合
琉
球
官
生
の
側

か
ら
帰
省
を
願
い
出
る
と
い
う
形
を
取
っ
て
い
る
。
琉
球
官
生
に
と
っ
て
親

元
へ
帰
省
す
る
と
い
う
こ
と
は
危
険
な
航
海
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

仮
に
こ
の
命
令
が
強
制
力
を
持
っ
た
と
し
て
も
琉
球
官
生
が
素
直
に
従
う
と

も
思
え
な
い
。
む
し
ろ
、
琉
球
官
生
に
と
っ
て
相
応
の
利
益
を
も
た
ら
す
が

故
に
、
こ
の
三
年
毎
の
帰
省
が
行
な
わ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
か

ろ
う
か
。

そ
の
場
合
彼
等
の
移
動
に
伴
う
個
人
レ
ベ
ル
の
交
易
を
考
慮
に
入

れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
当
時
の
琉
球
の
朝
貢
使
節
が
、
国
王

・
世
子
の
進
貢

物

・
附
搭
物
の
他
に
各
個
人
で
品
物
を
携
帯
し
貿
易
を
行
な
っ
た
こ
と
は
よ

(63) 

く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
琉
球
官
生
の
中
琉
間
往
復
の
際
に
も
同
様
の
こ
と
が
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行
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
前
章
で
挙
げ
た
永
楽
一

一
年
の
李
傑
の
事
例
に
つ
い
て
も
、
父
が
病
気
と
な
っ
た
の
で
見
送
る
と
い

う
理
由
で
国
子
監
を
離
れ
て
い
る
が
、
彼
の
場
合
も
永
楽
七
年
の
復
監
か
ら

約
四
年
が
経
過
し
て
お
り
、
親
元
に
帰
省
す
る
と
い
う
意
味
で
は
他
の
三
年

帰
省
の
事
例
と
同
様
で
あ
る
。
或
い
は
彼
も
福
州
と
の
往
復
の
間
に
何
ら
か

の
交
易
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
琉
球
官
生

は
こ
の
よ
う
に
三
年
帰
省
の
規
定
を
逆
手
に
と
っ
て
交
易
活
動
に
従
事
し
て

以
上
の
よ
う
に
、
琉
球
官
生
は
京
師
の
国
子
監
に
長
期
滞
在
す
る
こ
と
が

る
が
、
で
き
る
と
い
う
利
点
を
最
大
限
生
か
し
た
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ

で
は
何
故
、
宣
徳
元
年
を
最
後
に
琉
球
官
生
の
存
在
が
確
認
で
き
な

く
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
北
京
遷
都
に
よ
る
朝
貢
使

節
の
目
的
地
の
移
動
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
も
と
も
と
永
楽
帝
は
外
征
で
南
京

を
留
守
に
し
、
北
京
を
「
行
在
」
と
称
し
て
滞
在
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、

そ
の
間
も
皇
太
子
が
代
わ
り
に
政
務
を
司
り
、
琉
球
使
節
も
南
京
に
や

っ
て

き
て
朝
貢
を
行
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
永
楽
一
九
年
(
-
四
ニ
―
)

で
あ
る
北
京
に
赴
い
て
い
る
。

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

の
北
京

遷
都
以
後
、
朝
貢
使
節
の
目
的
地
も
南
京
で
は
な
く
、
北
京
に
変
わ
る
。
こ

の
後
洪
煕
元
年
(
-
四
二
五
）
に
は
再
び
南
京
が
京
師
と
な
り
、
正
統
六
年

（
一
四
四
一
）
に
至
る
ま
で
北
京
は
「
行
在
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
間
も
実
質
的
に
は
北
京
が
政
治
の
中
心
で
あ
り
続
け
、
南
京
は
名
ば
か

り
の
京
師
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
実
際
、
朝
貢
使
節
も
南
京
で
は
な
く
、
「
行
在
」

つ
ま
り
、
永
楽
一
九
年
を
境
に
、
朝
貢
使
節

一
方
の
当
事
者
で
あ
る
明
朝
に
と
っ
て
の
官
生
の
受
け
入
れ

で
検
討
し
た
い
。

の
目
的
地
は
南
京
か
ら
北
京
へ
と
移
動
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
事
態
の
変
化
は
、
琉
球
官
生
の
存
在
意
義
に
関
わ
る
重
大
事
件
で
あ
っ

て
、
も
は
や
南
京
の
国
子
監
に
滞
在
す
る
こ
と
は
さ
し
た
る
意
味
を
持
た
な

い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
五
年
後
の
宣
徳
元
年
(
-
四
二
六
）
を
最
後
に
琉

球
官
生
は
南
京
国
子
監
か
ら
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
年
は
南
京
還

都
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
た
洪
煕
帝
が
死
去
し
、
南
京
へ
の
実
質
的
な
還
都

の
動
き
に
変
化
が
生
じ
た
年
で
も
あ
っ
た
。
琉
球
官
生
派
遣
の
第
一
期
は
、

こ
の
よ
う
な
政
治
の
中
心
の
移
動
に
よ
っ
て
幕
を
下
ろ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、
当
然
の
疑
問
と
し
て
、
何
故
琉
球
官
生
を
北

京
の
国
子
監
に
滞
在
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
が
生

じ
て
く
る
。
北
京
遷
都
の
際
に
、
琉
球
側
が
琉
球
官
生
の
北
京
国
子
監
派
遣

と
い
う
手
段
を
模
索
し
た
こ
と
は
当
然
想
定
し
う
る
。
し
か
し
現
実
は
そ
う

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
を
考
え
る
た
め
に
は
明
朝
側
の
琉
球
官
生
に
対

す
る
姿
勢
の
変
化
を
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
詳
し
く
は
次
節

二
、
明
朝
の
外
交
政
策
と
琉
球
官
生

琉
球
に
と
っ
て
の
官
生
派
遣
は
朝
貢
業
務
を
補
完
す
る
役
割
を
持
っ
て
い

た
と
し
て
も
、

が
如
何
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
と
い
う
問
題
は
依
然
と
し
て
存
在
す
る
。

前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
高
麗
か
ら
派
遣
さ
れ
た
留
学
生
が
受
け
入
れ
を
拒

た
。
朝
貢
事
務
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
彼
等
に
と
っ
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夷
思
想
に
裏
付
け
ら
れ
た
普
遍
的
な
事
象
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
明

朝
が
琉
球
官
生
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
た
か
を
示
す
史
料
と
し
て
、

『
明
実
録
』
洪
武
三

0
年
(
-
三
九
七
）
八
月
丙
午
の
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

「
礼
部
奏
す
ら
く
、
諸
番
の
国
の
使
臣
客
旅
を
通
ぜ
ず
。
上
曰
く
、
『
洪
武

の
初
め
、
海
外
の
諸
番
、
中
国
と
往
来
し
、
使
臣
は
絶
へ
ず
、
商
賣
は
之
れ

を
便
と
し
、
近
し
き
者
は
、
安
南
・
占
城
・
真
臓
．
逼
羅
・
爪
畦
・
大
琉
球
・

三
仏
斉
．
渤
尼
・
彰
亨
・
百
花
・
蘇
門
答
剌
・
西
洋
・
邦
唸
剌
等
凡
そ
三
十

国
た
り
。
胡
惟
庸
乱
を
謀
る
を
以
て
、
三
仏
斉
は
乃
ち
間
諜
を
生
み
、
我
が

使
臣
の
彼
に
至
れ
る
を
給
む
く
。
爪
畦
国
王
は
其
の
事
を
聞
知
し
、
三
仏
斉

を
戒
筋
し
、
礼
送
し
還
朝
せ
し
む
。
是
の
後
、
使
臣
商
旅
は
阻
絶
し
、
諸
国

王
の
意
は
、
遂
に
爾
く
の
ご
と
く
通
ぜ
ざ
る
な
り
。
惟
だ
安
南
・
占
城
・
真

騰
．
逼
羅
・
大
琉
球
は
、
入
貢
し
て
よ
り
以
来
、
今
に
至
る
ま
で
来
庭
す
。

大
琉
球
王
と
其
の
宰
臣
と
は
、
皆
子
弟
を
遣
は
し
、
我
が
中
国
に
入
り
て
学

を
受
く
。
凡
そ
諸
番
の
国
の
使
臣
来
た
れ
ば
、
皆
礼
を
以
て
之
れ
を
待
す
。

我
が
諸
番
の
国
を
待
す
る
の
意
は
薄
か
ら
ざ
る
に
、
但
だ
未
だ
諸
国
の
意
は

若
何
な
る
を
知
ら
ず
。
今
使
を
遣
は
し
て
爪
畦
国
に
諭
せ
ん
と
欲
す
る
も
、

三
仏
斉
の
中
途
に
て
之
れ
を
阻
む
を
恐
る
。
聞
く
に
三
仏
斉
は
爪
畦
の
統
属

す
る
に
係
る
。
爾
礼
部
は
備
に
朕
の
意
を
述
べ
、
逼
羅
国
王
に
移
文
し
て
、

人
を
遣
は
し
爪
畦
に
転
達
し
て
之
れ
を
知
ら
し
め
よ
。
』
是
に
子
て
、
礼
部
は

り
、
且
つ
中
国
・
四
夷
の
礼
有
る
は
、
古
自
り
皆
然
り
。
我
が
朝
混
一
の
初

逼
羅
国
王
に
杏
し
て
曰
く
、
『
天
地
有
る
自
り
以
来
、
即
ち
君
臣
上
下
の
分
有

否
さ
れ
た
と
い
う
事
例
が
存
在
す
る
以
上
、
外
夷
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
華

そ
も
そ
も
朝
貢
と
い
う
形
態
自
体
が
、
中
国
王
朝
と
外
夷
そ
れ
ぞ
れ
と
の

め
よ
り
、
海
外
の
諸
番
、
来
庭
せ
ざ
る
莫
し
。
登
に
胡
惟
庸
の
乱
を
造
る
を

意
ひ
、
三
仏
斉
乃
ち
間
諜
を
生
み
、
我
が
信
使
を
給
む
き
、
牌
行
巧
詐
す
。

彼
れ
登
に
大
琉
球
王
と
其
の
宰
臣
、
皆
子
弟
を
遣
は
し
我
が
中
国
に
入
れ
て

学
を
受
け
さ
し
め
、
皇
上
は
寒
暑
の
衣
を
賜
ひ
、
疾
有
ら
ば
則
ち
医
に
命
じ

て
之
れ
を
診
さ
し
む
を
知
ら
ざ
る
や
。
皇
上
の
心
は
、
仁
義
を
兼
ね
尽
く
せ

り
。
皇
上
は
一
に
仁
義
を
以
て
諸
番
の
国
を
待
す
。
何
ぞ
三
仏
斉
諸
国
は
大

面）

恩
に
背
か
ん
。
·
·
…
•
（
後
略
）
』」

文
書
の
や
り
取
り
が
込
み
入
っ
て
い
る
が
、
こ
の
史
料
に
よ
る
と
礼
部
か

ら
逼
羅
国
王
へ
杏
文
を
送
り
、
逼
羅
国
王
か
ら
更
に
三
仏
斉
の
宗
主
国
と
思

わ
れ
て
い
た
爪
咤
を
経
て
三
仏
斉
に
洪
武
帝
の
意
向
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
礼
部
か
ら
三
仏
斉
へ
伝
え
ら
れ
る
べ
き
内
容
の
中
に
、
琉
球
か
ら
の
官

生
派
遣
の
事
例
が
含
ま
れ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
こ
の
内
容
が
直
接
伝
え

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
逼
羅
・
爪
睦
・
三
仏
斉
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
の
海
外
の

諸
番
の
国
に
対
し
て
も
、
皇
帝
の
寛
大
さ
を
強
調
し
、
朝
貢
を
促
す
た
め
の

修
辞
と
し
て
琉
球
官
生
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料

を
読
む
限
り
、
中
華
皇
帝
は
朝
貢
国
が
臣
下
の
礼
を
取
り
さ
え
す
れ
ば
寛
大

な
待
遇
で
そ
れ
に
応
じ
る
こ
と
を
表
明
し
、
そ
の
好
例
と
し
て
琉
球
官
生
を

位
置
づ
け
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

関
係
に
よ
っ
て
実
態
を
様
々
に
変
化
さ
せ
る
と
は
い
え
、
中
華
の
威
光
を
天

下
に
誇
ホ
す
る
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
は
異
論
が
な
い
で
あ
ろ

う
。
特
に
建
国
当
初
の
段
階
で
多
く
の
朝
貢
国
を
集
め
る
こ
と
は
朝
廷
の
正
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統
性
を
認
め
さ
せ
る
た
め
に
も
重
要
で
あ
り
、
国
内
の
支
配
を
円
滑
に
進
め

る
上
で
有
効
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
行
為

も
大
筋
で
同
様
の
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
無
論
、

そ
の
時
々
に
訪
れ
す
ぐ
に
帰
っ
て
し
ま
う
朝
貢
使
節
と
、
長
期
に
わ
た
っ
て

京
師
に
滞
在
す
る
留
学
生
と
で
は
、
そ
の
扱
い
が
異
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

前
節
で
挙
げ
た
高
麗
の
留
学
生
受
け
入
れ
拒
否
の
事
例
も
、
遼
東
を
巡
っ
て

高
麗
と
明
朝
が
対
立
す
る
情
勢
の
中
、
高
麗
か
ら
や
っ
て
き
た
留
学
生
が
京

師
に
長
期
滞
在
し
、
諜
報
活
動
な
ど
を
行
な
う
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
与
え

る
こ
と
を
洪
武
帝
が
嫌
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
外
夷
か
ら
派

一
八
年
(
-
三
八
五
）

遣
さ
れ
た
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
拒
否
し
た
事
例
と
し
て
は
、
他
に
も
洪
武

の
四
川
建
昌
衛
指
揮
使
の
月
魯
帖
木
兒
が
一
家
を
挙

げ
て
京
師
に
留
ま
り
、
そ
の
子
を
国
子
監
に
入
学
さ
せ
よ
う
と
し
た
事
例
が

見
ら
れ
る
。
彼
は
元
朝
の
遺
臣
で
あ
り
、
そ
の
名
か
ら
も
モ
ン
ゴ
ル
人
と
推

定
さ
れ
る
か
ら
、
明
朝
も
彼
を
北
元
に
つ
な
が
る
要
注
意
人
物
と
み
な
し
て

い
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
や
は
り
そ
の
諜
報
活
動
を
恐
れ
て
京
師

に
留
ま
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
事
例
に

対
し
、
洪
武
二

0
年
代
に
は
ほ
ぼ
朝
貢
断
絶
状
態
に
あ
っ
た
日
本
か
ら
の
留

学
生
が
官
生
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
事
例
の
存
在
は
、
そ
の
経
緯
が

不
明
で
あ
る
と
は
い
え
、
典
味
深
い
。
留
学
生
の
受
け
入
れ
が
必
ず
し
も
朝

貢
関
係
の
善
し
悪
し
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
な
い
こ
と
を
こ
の
事
例
が
示
し
て

い
る
。
更
に
言
う
な
ら
ば
、
明
朝
は
留
学
生
が
京
師
に
長
期
滞
在
す
る
と
い

う
側
面
を
殊
更
に
意
識
し
、

そ
の
受
け
入
れ
が
明
朝
の
支
配
に
不
安
定
要
因

を
も
た
ら
す
か
否
か
に
よ
っ
て
対
応
に
変
化
を
つ
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

こ
の
よ
う
に
他
の
事
例
と
比
較
す
る
時
、
琉
球
官
生
の
受
け
入
れ
が
明
朝

の
支
配
に
不
安
定
要
因
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る
条
件
は
見
当
た
ら
な
い
。

ま
し
て
琉
球
は
明
代
に
入
っ
て
か
ら
朝
貢
国
に
仲
間
入
り
し
た
国
で
あ
る
。

そ
の
琉
球
を
手
厚
く
も
て
な
す
こ
と
は
、
明
朝
の
中
国
王
朝
と
し
て
の
威
信

を
高
め
る
上
で
非
常
に
効
果
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
国
内
支
配
や
対
外
政
策
と

い
っ
た
現
実
の
政
策
と
も
密
接
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
度
重

な
る
海
船
の
支
給
に
見
ら
れ
る
琉
球
に
対
す
る
破
格
の
待
遇
は
、
明
朝
が
そ

官
生
の
派
遣
許
可
も
同
様
の
意
図
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

だ
と
す
れ
ば
な
お
の
こ
と
、
北
京
遷
都
に
伴
っ
て
琉
球
官
生
が
北
京
国
子

監
に
入
学
し
な
か
っ
た
こ
と
が
不
思
議
に
思
え
て
く
る
。
琉
球
官
生
の
存
在

が
明
朝
の
威
信
を
高
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
彼
等
を
京
師
に
連
れ
て
く
る
方
が

よ
り
効
果
的
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
現
実
に
明
朝
は
琉
球
官
生
を
北
京

に
滞
在
さ
せ
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
こ
の
事
実
は
明
朝
の
国
内
支
配
・
対

外
政
策
に

お
け
る
琉
球
官
生
の
存
在
意
義
の
低
下
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と

は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
洪
武
帝
は
明
朝
の
創
始
者
で
あ
り
、
ま
た
永
楽
帝

等
に
と

っ
て
は
、
如
何
に
し
て
確
固
た
る
支
配
体
制
を
築
き
上
げ
る
か
が
最

大
の
関
心
事
と
な
っ
た
。
民
間
の
自
由
な
交
易
に
制
限
を
加
え
、
華
夷
秩
序

を
前
面
に
押
し
出
し
た
外
交
姿
勢
を
採
る
こ
と
も
、
彼
等
に
と
っ
て
は
自
ら

は
靖
難
の
変
で
建
文
帝
か
ら
帝
位
を
奪
っ
た
纂
奪
者
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
彼

の
支
配
を
進
め
て
い
く
上
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
琉
球

る。
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王
朝
と
琉
球
の
間
の
親
密
な
友
好
関
係
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
異

五
百
年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
続
け
た
。
彼
等
琉
球
官
生
の
存
在
が
中
国

れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

官
生
の
存
在
が
中
国
史
・
琉
球
史
に
果
た
し
た
役
割
は
決
し
て
過
小
評
価
さ

成
化
一
八
年
（
一
四
八
二
）
、
察
賓
等
五
人
が
中
山
王
尚
真
に
よ
っ
て
派
遣
さ

(66) 

れ
、
第
二
期
の
官
生
派
遣
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
彼
等
の
宿

舎
は
「
監
前
」
に
建
て
ら
れ
た
「
王
子
書
房
」
で
は
な
く
、
南
京
国
子
監
の

(67) 

一
番
奥
の
光
哲
堂
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
も
、
琉
球
官
生
に
対
す
る
明
朝
の

琉
球
官
生
の
派
遣
は
第
一
期
が
終
了
し
た
後
も
、
幾
度
か
の
中
断
期
を
挟

み
な
が
ら
琉
球
が
朝
貢
国
と
し
て
の
歴
史
を
閉
じ
る
直
前
に
至
る
ま
で
、
約

む
す
び
に
か
え
て

出
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
朝
貢
国
と
し
て
の
琉
球
の
歴
史
を
通
し
て
存
在
し

位
置
付
け
の
変
化
を
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

第
一
期
の
琉
球
の
官
生
派
遣
が
中
止
さ
れ
て
か
ら
五
十
余
年
が
経
過
し
た

と
が
、
結
果
と
し
て
第
一
期
の
官
生
派
遣
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

も
た
ら
す
も
の
以
外
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
の
事
実
は
す
な
わ
ち
琉
球
官
生
の
派
遣
中
止
を

あ
り
、
琉
球
官
生
を
手
厚
く
も
て
な
す
こ
と
も
そ
の
範
疇
に
含
ま
れ
て
い
た

に
相
違
な
い
。
逆
に
考
え
れ
ば
、
明
朝
の
支
配
体
制
が
一
応
の
完
成
を
見
た

と
き
、
琉
球
官
生
の
厚
遇
は
現
実
問
題
と
し
て
は
さ
し
た
る
意
味
を
持
た
な

く
な
る
。
北
京
へ
の
遷
都
を
実
行
し
、

の
正
統
性
を
証
明
し
、

そ
の
新
都
に
琉
球
官
生
を
連
れ
て
い

か
な
か
っ
た
事
実
は
、
明
朝
の
支
配
体
制
の
確
立
を
象
徴
す
る
出
来
事
で
あ
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
、
琉
球
に
と
っ
て
の
琉
球
官
生
が
あ
く
ま
で

も
京
師
に
お
け
る
朝
貢
業
務
の
サ
ボ
ー
タ
ー
と
し
て
の
存
在
を
越
え
な
い
も

そ
の
支
配
の
正
当
性
を
認
め
さ
せ
る
重
要
な
手
段
で

議
を
差
し
挟
む
つ
も
り
は
な
い
。
だ
が
、
彼
等
が
国
子
監
に
入
学
し
た
留
学

生
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
等
を
中
国
王
朝
が
厚
遇
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
琉
球

の
官
生
派
遣
の
意
義
を
彼
等
の
学
問
に
の
み
求
め
よ
う
と
し
た
り
、
琉
球
官

生
受
け
入
れ
の
史
実
を
中
国
王
朝
の
友
好
的
態
度
の
表
れ
と
の
み
判
断
す
る

の
は
危
険
で
あ
ろ
う
。
琉
球
の
官
生
派
遣
は
琉
球
側
の
朝
貢
業
務
遂
行
上
の

必
要
か
ら
行
な
わ
れ
、
明
朝
も
彼
等
の
受
け
入
れ
が
自
ら
の
支
配
を
強
固
に

す
る
上
で
役
に
立
つ
と
判
断
す
れ
ば
こ
そ
彼
等
を
厚
遇
し
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
北
京
遷
都
と
そ
れ
に
伴
う
支
配
体
制
の
一
応
の
確
立
が
、
明
朝
に
と
っ

て
の
琉
球
官
生
の
存
在
意
義
を
低
下
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
琉
球
に
と
っ

て
も
京
師
に
駐
在
し
な
い
官
生
を
わ
ざ
わ
ざ
派
遣
す
る
意
義
が
低
下
し
た
こ

第
一
期
の
琉
球
官
生
は
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、

ま
さ
に
明
代
初
期
の
中
琉
関

係
を
如
実
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

第
二
期
以
降
の
琉
球
官
生
派
遣
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
彼
等
の
派
遣
は
必
ず
当
時
の
中
琉
関
係
の
産
物
で
あ
り
、
派
遣
す
る

琉
球
の
側
に
も
受
け
入
れ
る
中
国
王
朝
の
側
に
も
よ
り
積
極
的
な
意
図
が
見

た
琉
球
官
生
の
存
在
意
義
の
変
化
は
、
そ
の
ま
ま
そ
の
当
時
の
中
琉
関
係
に

お
け
る
双
方
の
外
交
姿
勢
の
変
化
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
琉
球

『南
薙
志
』
は
琉
球
官
生
関
連
の
記
述
と
い
う
点
か
ら
評
価
す
る
限
り
、
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こ。
キー 必

ず
し
も
質
・
量
と
も
に
豊
富
な
史
料
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
知
れ

な
い
。

し
か
し
国
子
監
と
い
う
現
場
に
お
い
て
、
琉
球
官
生
に
よ
り
近
い
と

こ
ろ
で
編
纂
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
こ
の
書
物
は
我
々
に
様
々

な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
琉
球
史
研
究
に
と
っ
て
、
『
歴
代
宝
案
』
や
清
朝

の
梢
案
史
料
の
よ
う
に
膨
大
に
残
さ
れ
て
い
る
史
料
を
如
何
に
読
み
込
ん
で

い
く
か
と
い
う
こ
と
は
確
か
に
至
上
命
題
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ
ら
の
史
料
と

同
時
に
、
よ
り
現
場
に
密
着
し
た
史
料
に
目
を
配
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

『
南
薙
志
』
に
限
ら
ず
、

ま
だ
ま
だ
多
く
の
漢
籍
史
料
の
中
に
、
琉
球
関
連

の
史
料
が
眠
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
目
を
向
け
る
こ
と
は
『
歴

な
お
、
こ
の
論
文
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

に
よ
り
提
供
さ
れ
た
書
誌
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
で
あ
る

C
H
I
N
A
3
を
利
用
し

註

(
l
)
従
来
の
諸
研
究
に
よ
る
と
、
第
一
期
は
一
三
九
二
年
（
洪
武
二
五
）
か

ら一

四
一
六
年
（
永
楽
一
四
）
ま
で
、
第
二
期
は
一
四
八
二
年
（
成
化

一
八
）
か
ら
一
五
八
七
年
（
万
暦
一
五
）
ま
で
、
第
三
期
は
一
六
八
六

年
（
康
煕
二
五
）
か
ら
一
七
六
四
年
（
乾
隆
二
九
）
ま
で
、
第
四
期
は

一
八

0
二
年
（
嘉
慶
七
）
か
ら
一
八
七
三
年
（
同
治
―
二
）
ま
で
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
た
だ
し
、
こ
こ
に
挙
げ
た
下
限
は
最
終
回
派

に
違
い
な
い
。

代
宝
案
』
や
梢
案
史
料
を
活
用
し
て
い
く
上
で
も
必
ず
重
要
と
な
っ
て
く
る

遣
官
生
の
帰
国
年
も
し
く
は
国
子
監
に
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る

最
終
年
を
指
す
）
。
こ
の
内
第
一
期
の
下
限
年
に
つ
い
て
は
本
論
考
の
検

討
対
象
と
な
る
。

(
2
)
『
伊
波
普
猷
全
集
』
第
一
巻
、
平
凡
社
、

(
3
)
伊
波
前
掲
論
文
、

一
九
七
四
年
、
所
収
。

―
ニ
ニ
頁
＼
―
二
三
頁
。

(
4
)
『
真
境
名
安
興
全
集
』
第
一
巻
•
第
二
巻
、
琉
球
新
報
社
、
一
九
九
三
年
、

所
収
。

(
5
)
『
仲
原
善
忠
選
集
』
上
巻
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、

(
6
)
『
中
山
世
譜
』
に
は
一
七

0
一
年
編
纂
の
察
鐸
本
と
一
七
二
五
年
編
纂
の

察
湿
本
が
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
『
明
実
録
』
系
史
料
と
す
る
の
は
、

『
中
山
沿
革
志
』
を
用
い
て
察
鐸
本
を
改
訂
し
た
察
温
本
で
あ
る
。
従
っ

て
禁
鐸
本
『
中
山
世
譜
』
及
び
そ
れ
以
前
に
編
纂
さ
れ
た
向
象
賢
の
『
中

山
世
鑑
』
の
琉
球
官
生
関
連
記
事
は
区
別
し
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
、

両
書
の
成
立
年
次
が
『
明
実
録
』
、
『
南
薙
志
』
に
比
べ
て
か
な
り
下
る

こ
と
か
ら
、
本
論
で
は
特
別
な
場
合
を
除
き
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

(
7
)

『
お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
紀
要
』
、
第
二
四
巻
第
二
分
冊
、

七
一
年
三
月
、
所
収
。

(
8
)
む
ろ
ん
従
来
の
官
生
研
究
に
お
い
て
、
『
明
実
録
』
系
史
料
以
外
の
史
料

が
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
前
掲
の
伊
波
・
真
境
名
・

仲
原
の
各
氏
は

『明
実
録
』
の
史
料
を
直
接
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
に
あ
り
、
主
に
『
中
山
世
譜
』
、
『
中
山
沿
革
志
』
、
『
明
史
』
琉
球
伝
、

『琉
球
入
太
学
始
末
』
等
の
史
料
を
駆
使
し
て
第
一
期
の
官
生
派
遣
の

状
況
を
検
討
し
て
い
る
。
前
二
者
は
本
論
中
で
述
べ
た
と
お
り
だ
が
、

『明
史
』
琉
球
伝
は
『
明
実
録
』
を
基
本
的
に
参
照
し
な
が
ら
同
時
に

一
九

一
九
六
九
年
、
所
収
。
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球
入
太
学
始
末
』
は
、
清
代
初
期
の
第
三
期
の
琉
球
官
生
派
遣
が
開
始

さ
れ
た
直
後
に
も
と
国
子
監
祭
酒
の
王
士
禎
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
も
の

だ
が
、
明
代
の
琉
球
官
生
に
関
連
す
る
記
述
に
つ
い
て
「
査
太
學
志
載

…
…
」
と
し
、
「
太
学
志
」
な
る
書
物
を
参
照
し
て
い
る
。
こ
の
「
太
学

志
」
と
は
「
皇
明
太
学
志
』
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
管
見
の
限

り
で
は
こ
の
書
物
は
日
本
に
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
琉
球
入
太
学

始
末
』
は
後
に
触
れ
る
永
楽
二
年
の
三
五
良
査
ら
九
人
の
入
監
を
記
載

し
て
お
り
、
『
南
薙
志
」
同
様
「
太
学
志
」
も
国
子
監
関
係
の
記
録
・梢

案
に
基
づ
い
た
書
物
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
和
田
氏
に
よ
っ

て
「
明
実
録
』
の
記
事
を
直
接
し
か
も
簡
便
に
利
用
で
き
る
環
境
が
実

現
す
る
と
、
こ
れ
ら
『
明
実
録
』
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
な
い
記
述
は

無
視
さ
れ
る
か
、
或
い
は
触
れ
ら
れ
る
に
し
て
も

「明
実
録
』
の
記
事

に
比
べ
て
軽
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
徐
玉
虎
氏
「
明
琉
球
官
生
入

太
学
事
蹟
考
実
（
上
・下
）
」
（
『
東
方
雑
誌
』
復
刊
第
一
九
巻
第
一
〇
期
・

第
一
―
期
、
一
九
八
六
年
四
月
・
五
月
、
所
収
）
は
「
琉
球
入
太
学
始

末
」
の
記
事
を
検
討
の
対
象
に
加
え
て
お
ら
ず
、
ま
た
『
中
山
世
譜
』

察
鐸
本
或
い
は
『
中
山
世
鑑
』
の
記
事
に
は
触
れ
て
い
る
が
、
あ
く
ま

で
も
『
明
実
録
』
の
記
述
を
重
要
視
し
、
『
明
実
録
』
と
合
わ
な
い
記
事

に
対
し
て
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

(
9
)
江
蘇
省
立
国
学
図
書
館
影
印
本
と
比
較
す
る
と
、
多
少
の
誤
字

・
脱
渦

が
あ
り
、
ま
た
図
を
欠
い
て
い
る
が
、
テ
キ
ス
ト
の
体
裁
自
体
は
同
一

で
あ
る
。
四
巻
本
の
巻
一
の
末
尾
に
「
光
緒
廿
九
年
冬
十
一
月
国
子
祭

酒
敏
隆
借
紗
一
分
〈
舟
年
四
月
檄
還
〉
」
「
道
光
三
年
秋
七
月
国
子
典
簿

『
明
実
録
』
に
見
ら
れ
な
い
記
述
を
幾
つ
か
含
ん
で
い
る
。
ま
た
『
琉

一
七

一
九

葉
志
口
借
紗
一
分
」
と
い
う
書
き
込
み
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と

も
道
光
三
年
(
-
八
二
三
）
以
前
に
嘉
靖
二
三
年
序
刊
本
か
ら
筆
写
さ

れ
た
可
能
性
が
高
い
。

(10)
例
え
ば
、
喜
舎
場
一
隆
氏
「
琉
球
国
の
官
生
に
つ
い
て
」
（
『
戦
国
織
豊

期
の
政
治
と
文
化
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
三
年
、
所
収
）
、
六

一
五
頁
。
伊
波
氏
の
表
現
は
、
そ
の
文
意
の
み
に
注
目
す
れ
ば
必
ず
し

も
史
料
用
語
と
し
て
の
「
官
生
」
を
定
義
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
が
、

「
官
費
留
学
生
」
の
「
官
」
と
「
生
」
の
傍
ら
に
丸
を
つ
け
て
お
り
、

「
官
生
」
イ
コ
ー
ル
「
官
費
留
学
生
の
略
称
」
と
い
う
見
解
を
表
し
て

い
る
。

(11)
仲
原
前
掲
論
文
、
五
三

0
頁。

(12)
「
沖
縄
文
化
研
究
（
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
紀
要
）
』

九
一
年
三
月
、
所
収
。

(13)
「
南
薙
志
』
、
儲
養
考
上
（
巻
一
五
）
、
進
修
本
末
の
条
。
原
文
は
「
太
祖

高
皇
帝
初
定
國
子
、
為
官
生

・
民
生
二
等
。
官
生
取
自
上
裁
、
民
生
則

由
科
貢
制
也
。
」

(14)
同
書
、
同
巻
、
儲
養
生
徒
之
定
制
の
条
。
原
文
は
「
洪
武
元
年
、
生
徒

選
入
國
子
學
者
、
品
官
子
弟
為
官
生
、
民
間
俊
秀
為
民
生
。
」

(15)
同
書
、
同
巻
、
同
条
。
原
文
は
「
官
生
分
二
等
。
一
曰
品
官
子
弟
。
ニ

曰
外
夷
子
弟
。
品
官
自
一
品
至
七
品
、
皆
得
蔭
叙
。
然
皆
出
自
特
恩
、

無
敢
陳
乞
者
。
稽
之
故
韻
、
無
所
於
徴
。
惟
洪
武
末
、
故
尚
書
呉
雲
子

懃
、
藤
國
子
生
、
以
其
死
事
雲
南
、
乃
郎
典
也
。
宣
徳
中
大
理
寺
卿
湯

宗
子
沐

・
正
統
初
検
討
掌
助
教
事
王
仙
會
子
旅
等
、
始
乞
恩
得
入
監
゜

…
…」
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で
あ
る
。
「
噸
曜
」
と
は
現
在
イ
族
・
ロ
ロ
族
と
呼
ば
れ
る
少
数
民
族
を

(16)
『
続
文
献
通
考
』
、
巻
四
七
、
学
校
一
。
原
文
は
「
自
是
、
日
本
・
琉
球
・

逼
羅
諸
國
、
皆
有
官
生
入
監
讀
書
。
朝
廷
輯
加
厚
賜
、
井
給
其
従
人
。

雲
南
・
四
川
等
土
官
、
時
遣
子
弟
・
民
生
入
監
者
甚
衆
、
給
賜
輿
日
本

諸
國
同
、
監
前
別
造
房
百
間
居
之
。
…
…
蒋
一
葵
『
長
安
客
話
』
曰
、

國
初
、
高
麗
遣
金
濤
等
入
太
學
。
其
後
各
國
及
土
官
亦
皆
遣
子
入
監
、

監
前
別
造
房
居
之
、
名
王
子
書
房
。
…
…
」
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
「
逼
羅
」
は
、
「
曜
暉
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

『
万
暦
大
明
会
典
』
、
巻
二
二

0
、
国
子
監
の
条
を
参
照
す
る
と
、
「
凡

日
本
・
琉
球
・
逼
羅
諸
國
官
生
。
洪
武
・
永
楽
・
宣
徳
間
、
倶
入
監
讀

書
。
賜
冬
夏
衣
・
紗
・
被
・
靴
機
、
及
従
人
衣
服
。
成
化
・
正
徳
中
、

惟
琉
球
官
生
有
至
者
。
或
五
名
、
或
―
―
-
•
四
名
、
倶
入
監
。
」
と
あ
る
が
、

こ
の
記
述
の
基
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
正
徳
大
明
会
典
』
、
巻
一
七

三
、
国
子
監
の
条
に
は
「
洪
武
・
永
柴
・
宣
徳
間
、

日
本
・
琉
球
・
暉

曙
諸
國
官
生
、
入
監
讀
書
。
成
化
間
。
琉
球
國
官
生
、
入
監
。
」
「
凡
日

本
・
琉
球
・
暉
曜
諸
國
官
生
、
倶
賜
冬
夏
衣
・
紗
・
被
・
靴
鞭
、
及
従

人
衣
服
。
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
正
徳
会
典
』
で
は
「
曜
暉
」
と
な
っ

て
い
る
箇
所
を
『
万
暦
会
典
』
で
は
「
逼
羅
」
と
読
み
替
え
て
い
る
の

指
す
。
『
万
暦
会
典
』

の
編
者
は
日
本
・
琉
球
と
「
曜
曜
」
が
並
ん
で
い

る
の
を
『
正
徳
会
典
』
の
誤
り
と
み
な
し
、
「
逼
羅
」
と
読
み
替
え
た
の

か
、
或
い
は
単
な
る
筆
写
時
の
ミ
ス
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
し
、

逼
羅
か
ら
派
遣
さ
れ
た
官
生
の
事
例
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
、
暉
噸
官

生
に
つ
い
て
は
雲
南
•
四
川
な
ど
の
土
官
か
ら
派
遣
さ
れ
た
事
例
が
い

く
つ
も
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
逼
羅
か
ら
来
た
官
生
は
存
在
し
な
か
っ

(17)
例
え
ば
、
『
明
太
宗
実
録
』
、
永
楽
一

0
年
六
月
癸
亥

(
1
0
日
）
の
条
。

「
賜
國
子
監
琉
球
國
・
雲
南
・
四
川
官
民
生
懐
徳
等
一
百
―
―
―
十
六
人
夏

布
・
襴
杉
・
條
靴
。
」
。
こ
の
記
事
に
見
ら
れ
る
「
官
民
生
」
と
い
う
用

語
に
つ
い
て
、
和
田
前
掲
史
料
集
は
疑
問
を
投
げ
か
け
、
「
官
民
」
の
語

を
「
土
官
」
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き

(18)
『
南
薙
志
』
、
事
紀
一

（
巻
一
）
、
洪
武
二
四
年
三
月
辛
卯
（
四
日
）
の
条
。

原
文
は
「
『
南
薙
志
』
中
の
琉
球
官
生
関
連
記
事
」
（
以
後
「
記
事
」
と

略
称
）
（
A
-
）
参
照
の
こ
と
。

(19)
「
塞
官
」
と
い
う
用
語
は
、
琉
球
の
グ
ス
ク
の
主
を
表
す
も
の
と
し
て
大

筋
で
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
異
論
も
あ
る
。
だ
が
『
明
実
録
』
に
よ
る

語
は
洪
武
二
五
年
の
官
生
派
遣
記
事
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
前

年
の
諭
旨
に
「
塞
官
」
の
用
語
が
存
在
す
る
以
上
、

働
き
か
け
が
あ
っ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
に
琉
球
側
の

(20)
な
お
、
徐
氏
前
掲
論
文

（
上
）
は
三
六
頁
で
琉
球
官
生
派
遣
の
開
始
に

関
連
し
て
、

向
象
賢
の

『中
山
世
鑑
』
及
び
禁
鐸
本
『
中
山
世
譜
』
の

記
事
を
引
用
し
て
い
る
。
「
明
洪
武
二
十
二
年
己
巳
、
中
山
王
察
度
遣
子

弟
、
入
國
學
讀
書
習
祠
。
是
球
人
入
唐
始
也
。
」
（
『
世
鑑
』
）
。
「
明
洪
武

二
十
二
年
己
巳
、
初
遣
子
弟
、
入
監
讀
書
。
」
（
『
世
譜
』
）
。

こ
れ
ら
の
記
事
に
つ
い
て
、
徐
氏
は
「
異
説
」
と
の
み
記
し
て
い
る

が
、
或
い
は
こ
の
記
事
は
洪
武
二
四
年
の
派
遣
許
可
以
前
に
行
な
わ
れ

た
琉
球
側
の
官
生
派
遣
要
請
の
動
き
を
示
す
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

限
り
、
少
な
く
と
も
琉
球
関
連
の
記
事
に
お
い
て
「
塞
官
」
と
い
う
用

た
よ
う
に
「
官
民
生
」
で
何
等
問
題
は
な
い
。

た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
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(21)
『
南
薙
志
』
、
事
紀
一
、
洪
武
二
六
年
七
月
乙
卯
(
―
二
日
）
の
条
。
原

文
は
「
言
官
劾
、
祭
酒
胡
季
安
受
外
夷
子
入
學
束
修
。
季
安
請
罪
。
上

察
而
宥
之
。
」

(22)
外
夷
の
子
の
「
束
修
」
を
受
け
取
っ
た
祭
酒
の
胡
季
安
は
、
『
南
薙
志
』

事
紀
に
よ
る
と
、
洪
武
二
四
年
二
月
戊
午
朔
(
-
日
）
に
試
祭
酒
と
な

り
、
翌
二
五
年
正
月
癸
未
朔
（
一
日
）
に
祭
酒
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
か

ら
、
二
四
年
三
月
の
琉
球
官
生
派
遣
許
可
の
決
定
に
関
与
し
、
そ
れ
に

対
し
て
謝
礼
を
受
け
取
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ

の
謝
礼
は
む
し
ろ
琉
球
官
生
の
今
後
の
活
動
の
た
め
の
付
け
届
け
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(23)
『
歴
代
宝
案
』
校
訂
本
、
第
一
冊
、
一
ー
一
八
ー
〇
一
。

(24)
『
明
憲
宗
実
録
」
、
成
化
一
八
年
四
月
甲
辰
（
六
日
）
の
条
。

(25)
例
え
ば
生
田
滋
氏
「
琉
球
国
の

『三
山
統
一

』
」
は
、
三
五
郎
査
の
肩
書

き
が
山
南
王
承
察
度
の
姪
か
ら
中
山
王
察
度
の
従
子
、
更
に
中
山
王
武

寧
の
姪
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
の
三
者
が
兄
弟
で
あ
っ

た
と
結
論
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
和
田
久
徳
氏
「
琉
球
国
の
三
山

統
一
再
論
」
は
山
南
王
の
姪
の
「
三
五
郎
尾
」
は
官
生
で
あ
り
、
中
山

王
の
姪
の
「
三
五
郎
登
」
は
使
者
で
あ
っ
て
、
名
前
の
漠
字
も
書
き
分

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
別
人
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
主
張

の
妥
当
性
は
と
も
か
く
、
こ
の
人
物
が
山
南
と
中
山
の
関
係
を
考
え
る

上
で
注
目
に
値
す
る
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

(26)

『明
太
祖
実
録
』
、
洪
武
二
五
年
―
二
月
庚
申
(
-
四
日
）
の
条
。
「
琉
球

國
山
南
王
承
察
度
、
遣
使
南
都
妹
等
、
貢
方
物
。
井
遣
姪
三
五
郎
尾
及

塞
官
之
子
賓
他
慮
尾

・
賀
段
志
等
、
赴
國
子
監
讀
書
。
詔
賜
三
五
郎
尾

亥
の
条
と
永
楽
九
年
二
月
癸
巳
の
条
は
賜
宴
の
記
事
で
あ
り
こ
の
間

等
紗
各
五
錠
．
襴
杉

・
縦
巾
・
自
條
・
靴
鞭
井
文
綺

．
紬
絹
衣
各
一
製
。
」

同
書
、
洪
武
二
九
年
二
月
戊
申
（
二

0
日
）
の
条
。
「
詔
遣
國
子
監
琉

球
生
三
五
郎
甍
等
蹄
省
。
賜
三
五
郎
甍
白
金
七
十
雨
・
綜
段
六
表
裏
・

紗
五
十
錠
、
塞
官
子
賓
那
慮
甍
等
紗
二
十
錠

・
綜
段
一
表
裏
。
」

同
書
、
同
年
―
一
月
戊
寅
（
二
四
日
）
の
条
。
「
琉
球
國
山
北
王
攀
安

知
、
遣
其
臣
善
佳
古
耶
等
、
中
山
王
世
子
武
寧
、
遣
其
臣
察
奇
阿
勃
耶

等
、
貢
馬
三
十
七
匹
及
硫
黄
等
物
。
井
遣
其
塞
官
之
子
麻
奢
理

・
誠
志

魯
二
人
、
入
太
學
。
先
是
、

山
南
王
遣
其
姪
三
五
郎
甍
、
入
太
學
、
既

三
年
蹄
省
。
至
是
、
復
輿
麻
奢
理
等
偕
来
、
乞
入
太
學
。
詔
許
之
、
初

賜
衣
巾
・
靴
鞭
。
」

(27)
『南
薙
志
』
、
事
紀
二
（
巻
二
）
、
永
楽
二
年
―
一
月
甲
子
（
二
六
日
）
の

条
。
原
文
は
「
記
事
」

(
A
九
）
参
照
の
こ
と
。

(28)
『明
太
宗
実
録
』
永
楽
三
年
三
月
甲
辰
（
九
日
）
の
条
、
同
年
同
月
癸
亥

（
二
八
日
）
の
条
、
永
楽
四
年
三
月
壬
辰
（
二
日
）
の
条
、
永
楽
五
年

四
月
乙
未
（
一
―
日
）
の
条
、
永
楽
八
年
三
月
辛
未
（
五
日
）
の
条
、

同
年
―
二
月
丙
辰
（
二
四
日
）
の
条
、
永
楽
九
年
二
月
癸
巳
（
二
日
）

の
条
、
同
年
―
一
月
辛
巳
（
二
四
日
）
の
条
。
う
ち
永
楽
三
年
三
月
癸

に
彼
を
正
使
と
す
る
朝
貢
使
節
は
計
六
回
「
派
遣
」
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
な
お
、
永
楽
三
年
―
二
月
戊
子
（
二
六
日
）
の
条
、
永
楽
四
年
正

月
甲
午
（
三
日
）

の
条
（
前
条
と
同
じ
使
節
の
可
能
性
大
）
に
見
ら
れ

る
朝
貢
使
節
は
使
者
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
或
い
は
三
五
郎

査
が
正
使
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

(29)
『
南
薙
志
』
、
事
紀
二
、
永
楽
三
年
五
月
乙
巳
（
一
―
日
）
の
条
。
原
文
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は
「
記
事
」

(
A
I
 

0
)
参
照
の
こ
と
。
ま
た
『
明
太
宗
実
録
』
、
永
楽

三
年
五
月
乙
巳
（
―
-
日
）
の
条
。

(30)
『
南
薙
志
』
、
事
紀
二
、
永
楽
六
年
四
月
辛
巳
（
三
日
）
の
条
。
原
文
は

「
記
事
」
（
A
-
五
）
参
照
の
こ
と
。

(31)
同
書
、
同
巻
、
永
楽
七
年
―
一
月
己
卯
（
―
-
日
）
の
条
。
原
文
は
「
記

事
」
（
A
-
八
）
参
照
の
こ
と
。

(32)
同
書
、
同
巻
、
永
楽
―
一
年
八
月
乙
未
（
八
月
に
乙
未
は
な
い
。
「
己
未
」

の
誤
り
と
す
れ
ば
一
三
日
）
の
条
。
原
文
は
「
記
事
」

(
A
二
五
）
参
照

の
こ
と
。

(33)
『
明
仁
宗
実
録
』
、
洪
煕
元
年
二
月
辛
酉
（
ニ
―
日
）
の
条
。
原
文
は
「
故

琉
球
國
中
山
王
思
紹
世
子
尚
巴
志
、
遣
通
事
李
傑
、
貢
方
物
。
賜
紗
幣

表
裏
。
」

(34)

『
明
太
宗
実
録
』
、
永
楽
八
年
六
月
庚
子
（
五
日
）
の
条
。
「
是
日
、
琉
球

國
官
生
模
都
古
等
二
人
、
入
國
子
監
受
學
。
皇
太
子
命
悉
賜
巾
・
衣
・

靴
條
・
今
衣
褥
．
帳
具
。
」
な
お
こ
の
記
事
に
つ
い
て
、
和
田
氏
は
「
二
人
」

で
は
な
く
て
「
三
人
」
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
は
永
楽

―
一
年
の
帰
国
の
記
事
と
の
比
較
で
推
定
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

(35)
『
南
薙
志
』
、
事
紀
二
、
永
楽
八
年
四
月
丁
未
（

一
―
日
）
の
条
。
原
文

は
「
記
事
」
（
A
-
九
）
参
照
の
こ
と
。

(36)
『
明
太
宗
実
録
』
、
永
楽
四
年
三
月
壬
辰
（
二
日
）
の
条
。
「
逼
羅
國
王
昭

禄
群
應
略
羅
諦
剌
、
遣
使
奈
必
、
琉
球
菌
中
山
王
武
寧
・
山
南
王
江
應

祖
、
遣
其
姪
―
―
一
五
良
甍
等
、
来
朝
貢
馬
及
方
物
。
各
賜
紗
幣
。
武
寧
遣

送
塞
官
子
石
達
魯
等
六
人
、
入
國
子
監
受
學
。
各
賜
紗
三
十
錠
．
羅
衣

一
襲
井
夏
衣
等
物
。
」

(37)
な
お
第
一
期
の
琉
球
官
生
派
遣
に
つ
い
て
『
明
実
録
』
で
「
官
生
」
の

用
語
が
見
ら
れ
る
の
は
、
以
前
京
師
で
修
学
し
謝
恩
来
貢
し
た
姑
魯
妹

の
事
例
（
『明
太
祖
実
録
』
洪
武
三
一
年
三
月
戊
申
朔
の
条
）
と
註

(18)

の
模
都
古
等
の
事
例
の
み
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
時
期
『
明
実
録
』
に

「
官
生
」
と
い
う
用
語
が
な
さ
れ
る
の
は
、
既
に
国
子
監
に
入
学
し
、

「
官
生
」
の
資
格
を
与
え
ら
れ
た
者
に
対
し
て
の
み
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
逆
に
「
官
生
」
と
い
う
用
語
が
見
ら
れ
な
い
琉
球
官
生
派
遣
の
記

事
は
、
再
入
監
の
記
述
を
含
む
洪
武
二
九
年
―
一
月
の
一
＿
一
五
郎
甍
の
事

例
を
除
け
ば
、
初
め
て
の
国
子
監
入
学
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(38)
『
南
薙
志
』
、
膜
訓
考
上
（
巻
九
）
、
学
規
本
末
の
条
。
「
本
年
（
洪
武
一

五
年
）
又
定
…
…

一
、
本
監
官
員
及
官
民
生
、
不
許
将
帯
家
人
憧
僕
、
檀
入
學
紛
擾
汚
雑
゜

違
者
従
縄
思
麗
糾
治
。
」
「
洪
武
三
十
年
欽
定
…
…

一
、
内
外
琥
房
各
生
、
母
得
将
引
家
人
在
内
宿
歌
、
因
而
生
事
引
惹
是

非
。
違
者
痛
決
。
」

(39)
同
書
、

事
紀
二
、
永
楽
―
一
年
五
月
庚
寅
（
―
二
日
）
の
条
。
原
文
は

「記
事
」

(
A
二
四
）
参
照
の
こ
と
。

(40)
同
書
、
同
巻
、
永
楽
―
一
年
二
月
壬
子
（
三
日
）
の
条
。
原
文
は
「
記

事」

(
A
二
三
）
参
照
の
こ
と
。

(41)
同
書
、
同
巻
、
永
楽
二

0
年
―
二
月
壬
辰
（
九
日
）
の
条
。
原
文
は
「
記

事」

(
A
三
一
）
参
照
の
こ
と
。

(42)
同
書、

同
巻
、
永
楽
ニ
―
年
四
月
甲
寅
（
四
日
）
の
条
。
原
文
は
「
記

事」

(A
-
―
―
二
）
参
照
の
こ
と
。

(43)
同
書
、
同
巻
、
永
楽
七
年
閏
四
月
の
条
。
原
文
は
「
記
事
」
（
A
-
七）
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参
照
の
こ
と
。

(44)
同
書
、
事
紀
一
（
巻
一
）
、
洪
武
一
六
年
の
条
。
「
是
年
、
令
考
中
歳
貢

生
員
送
監
再
考
、
等
第
分
堂
難
業
。
伍
令
監
生
入
監
三
年
有
父
母
者
、

照
地
遠
近
、
定
限
帰
省
。
其
欲
撃
家
及
成
婚
者
、
亦
如
之
、
倶
不
許
過

限
。
父
母
喪
照
例
丁
憂
、
伯
叔
兄
長
喪
而
無
子
者
、
亦
許
立
限
奔
喪
。
」

(45)

『
明
太
祖
実
録
」
、
洪
武
二
九
年
二
月
戊
申
（
二

0
日
）
の
条
。
原
文
は

註

(26)
を
参
照
の
こ
と
。

(46)
『
明
太
祖
実
録
』
、
洪
武
二
二
年
一

0
月
丁
酉
（
二
日
）
の
条
。
「
賜
國
子

監
雲
南
生
甲
裸
等

・
日
本
生
勝
佑
壽
等
衣
・
紗
・
靴
鞭
。
」

(47)

『
明
太
祖
実
録
』
、
洪
武
二
三
年
九
月
の
条
。
「
賜
國
子
監
讀
書
日
本
國
王

子
勝
佑
壽
•
井
雲
南
土
官
子
弟
以
作
等
凡
六
十
九
人
袂
衣

・

線
被
。
」

(48)
『
明
太
祖
実
録
』
、
洪
武
二
四
年
五
月
乙
巳
(
-
九
日
）
の
条
。
「
以
國
子

監
生
勝
祐
壽
為
観
察
使
。
祐
壽
日
本
國
人
。
」

(49)

こ
の
他
、
『
明
実
録
』
は
「
倭
生
文
壽
」
の
存
在
を
も
記
し
て
い
る
。
『
明

太
祖
実
録
』
洪
武
一
六
年
四
月
壬
辰
(
-
九
日
）
の
条
に
は
次
の
よ
う

な
記
事
が
あ
る
。
「
賜
國
子
監
倭
生
文
壽
衣
・
会
・
靴
鞭
。
」
「
倭
」
生
と

い
う
表
現
を
日
本
国
王
が
派
遣
し
た
官
生
と
み
な
す
の
は
や
や
危
険
と

思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
記
す
に
留
め
て
お
く
。

(50)
『
高
麗
史
j

、
世
家
四
二
（
巻
四
二
）
、
恭
慇
王
一
九
年
九
月
辛
丑
(
-
六

日
）
の
条
。
「
遣
工
部
尚
書
櫂
鉤
如
京
師
賀
正
、
拳
子
朴
賓
・
金
濤
・
柳

伯
濡
従
行
。
濤
中
制
科
。
」

(51)
『南
薙
志
』
、
儲
養
考
上
（
巻
一
五
）
、
儲
養
生
徒
之
定
制
の
条
。
「
外
夷

子
弟
、
始
自
高
麗
遣
金
濡
等
四
人
、
入
國
學
諮
書
。
洪
武
四
年
、
濤
登

進
士
、
除
授
縣
丞
不
就
、
輿
三
人
者
皆
遣
蹄
國
。
」

ま
た
、

『高
麗
史
』
、
列
伝
二
四
（
巻
一
―
―
)
、
金
濤
伝
。
「
金
濤
、

字
長
源
、
延
安
府
人
。
…
…
中
洪
武
四
年
制
科
、
勅
授
東
昌
府
丘
縣
丞
、

濡
僻
以
不
鮮
華
語
且
親
老
、
願
還
本
國
゜
詔
許
之
。
及
還
、
王
謂
左
右

曰
、
我
國
之
人
登
制
科
者
、
固
竿
。
況
此
人
既
登
科
、
又
蒙
勅
授
、
名

揚
一
時
、
使
天
下
知
我
國
有
人
。
…
…
」

(52)
『南
薙
志
」
、
儲
養
考
上
、
儲
養
生
徒
之
定
制
の
条
。
「
洪
武
五
年
、
四
川

明
昇
初
平
。
三
月
、
高
麗
國
王
王
顕
、
遣
密
直
同
知
洪
師
範

・
鄭
夢
周

等
、
奉
表
賀
平
夏
、
貢
方
物
。
且
請
遣
子
弟
入
太
學
。
其
詞
曰
、

「乗
葬

好
徳
、
無
古
今
愚
智
之
殊
、
用
夏
愛
夷
、
在
證
榮
詩
書
之
習
。
故
我
東

夷
之
人
、
自
昔
以
来
、
皆
遣
子
弟
入
太
學
、
不
惟
知
君
臣
父
子
之
倫
、

亦
且
仰
竪
明
文
物
之
盛
。
伏
望
皇
上
察
臣
向
化
之
誠
、
使
互
郷
之
童
得

歯
虞
痒
之
胄
、
不
勝
慶
幸
。
」
上
顧
謂
中
書
省
臣
曰
、
『
高
麗
欲
遣
子
弟

入
學
、
此
亦
美
事
。
但
其
渉
海
遠
来
、
離
其
父
母
、
未
免
彼
此
懐
思
゜

爾
中
書
宜
令
其
國
王
典
群
下
熟
議
之
。
為
父
兄
者
果
願
遣
子
弟
入
學
、

為
子
弟
者
果
聰
父
兄
之
命
、
無
所
勉
強
。
」
即
遣
使
護
送
至
京
、
或
居
一

年
、
或
半
年
、
聴
其
蹄
省
也
。
後
覚
不
至
。
」

な
お
『明
太
祖
実
録
』
、
洪
武
五
年
三
月
の
条
に
も
同
様
の
記
事
が
見

ら
れ
る
。

(53)
末
松
保
和
氏
「
高
麗
と
明
と
の
場
合
」
（
『
史
林
j

第
二
五
巻
第
一
号
、

一
九
四

0
年
一
月
、
所
収
）
は
、
明
朝
の
成
立
当
初
は
高
麗
に
対
し
て

好
意
を
抱
い
て
い
た
洪
武
帝
が
遼
東
攻
略
を
巡
る
問
題
か
ら
洪
武
五
年

―
二
月
に
高
麗
叱
責
の
聖
旨
を
下
し
、
以
後
両
者
の
関
係
は
急
速
に
悪

化
し
た
と
し
て
い
る
。
同
年
―
一
月
に
元
将
の
納
唸
出
が
明
の
遼
東
経

略
の
兵
姑
主
地
と
も
い
う
べ
き
牛
家
荘
を
襲
撃
し
た
事
件
が
起
こ
る
が
、
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(54)
高
麗
の
後
を
受
け
て
成
立
し
た
李
氏
朝
鮮
は
国
子
監
へ
の
留
学
生
派
遣

を
明
朝
に
願
い
出
て
い
る
が
、
却
下
さ
れ
て
い
る
。
『
明
宣
宗
実
録
』宣

徳
八
年
―
一
月
乙
酉
（
六
日
）
の
条
、
『
明
英
宗
実
録
』
天
順
四
年
六
月

壬
申
（
二
七
日
）
の
条
を
参
照
の
こ
と
。
何
故
明
朝
が
受
け
入
れ
を
拒

ん
だ
の
か
、
そ
の
真
意
は
不
明
で
あ
る
。

(55)
『
明
太
祖
実
録
』
、
洪
武
二
三
年
閏
四
月
壬
辰
（
三

0
日
）
の
条
。

「
四
川

建
昌
衛
土
官
安
配
等
遣
其
子
僧
保
等
四
十
二
人
、
請
入
國
子
監
諧
書
。

賜
襲
衣
・
靴
鞭
。
」

同
書
、
同
年
五
月
己
酉
（
一
七
日
）
の
条
。
「
播
州
・
貴
州
宣
慰
使
司

井
所
厩
宣
撫
司
官
、
各
遣
其
子
来
朝
、
請
入
太
學
。
上
勅
國
子
監
官
曰
、

移
風
善
俗
、
證
為
之
本
。
敷
訓
導
民
、
教
為
之
先
。
故
祠
教
明
於
朝
廷
、

而
後
風
化
達
子
四
海
。
今
西
南
夷
土
官
、
各
遣
子
弟
来
朝
、
求
入
太
學
゜

因
其
慕
義
、
特
允
其
請
。
爾
等
善
為
訓
教
、
伸
有
成
就
、
庶
不
負
遠
人

る
に
留
め
て
お
き
た
い
。

洪
武
帝
は
元
朝
の
残
存
勢
力
で
あ
る
北
元
と
高
麗
が
通
謀
し
て
い
た
と

疑
っ
た
の
が
高
麗
叱
責
の
聖
旨
の
直
接
の
動
機
で
あ
り
、
明
麗
関
係
の

転
機
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
末
松
氏
の
見
解
で
あ
る
。
高
麗
の
子
弟
派

遣
に
対
す
る
回
答
は
そ
れ
以
前
の
三
月
に
出
さ
れ
て
お
り
、
末
松
氏
の

説
に
よ
っ
て
そ
の
拒
絶
の
理
由
を
説
明
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、

二
月
の
聖
旨
が
洪
武
帝
の
高
麗
へ
の
疑
心
の
発
露
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
疑
心
は
徐
々
に
蓄
積
さ
れ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
根
源
は

―
一
月
の
事
件
の
か
な
り
以
前
に
さ
か
の
ぽ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
明
朝
初
期
の
明
と
高
麗
の
関
係
を
踏
ま
え
た
上
で

議
論
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
筆
者
の
現
段
階
で
の
見
解
を
述
べ

慕
學
之
心
。
」

同
書
、
同
年
年
七
月
戊
申
（
一
八
日
）
の
条
。
「
雲
南
烏
撒
軍
民
府
土

官
知
府
何
能
、
遣
其
弟
忽
山
及
曜
曜
生
二
人
、
請
入
國
子
監
讀
書
。
各

賜
紗
錠
。
」

同
書
、
同
年
九
月
辛
卯
（
二
日
）
の
条
。
「
雲
南
烏
蒙
・
芭
部
二
軍
民

府
土
官
、
遣
其
子
以
作
・
捕
駒
等
、
請
入
國
子
監
讀
書
。
賜
以
衣
・
紗
。
」

同
書
、
洪
武
二
四
年
正
月
丙
辰
（
二
八
日
）
の
条
。
「
四
川
會
川
・
建
昌

二
府
土
官
、
遣
其
子
王
保
等
七
人
、
入
國
子
監
。
詔
賜
紗
錠
・
衣
会
・

靴
鞭
。
」

(56)
『明
太
祖
実
録
』
、
洪
武
ニ
―
年
六
月
甲
子
（
二
ニ
日
）
の
条
。
「
西
平
侯

沐
英
奏
、
東
川
諸
饗
撼
烏
山
路
、
却
塞
而
叛
。
其
地
重
闊
複
嶺
、
崖
壁

哨
瞼
、
上
下
三
百
餘
里
、
人
跡
阻
絶
。
請
討
之
。
上
乃
命
頴
國
公
博
友

徳
例
為
征
南
将
軍
、
英
為
左
副
将
軍
、
普
定
侯
陳
桓
為
右
副
将
軍
、
景

川
侯
曹
震
為
左
参
将
、
靖
寧
侯
葉
昇
為
右
参
将
、
統
領
馬
歩
軍
、
往
討

之。」ま
た
同
書
、
洪
武
二
二
年
三
月
庚
午
朔
(
-
日
）
の
条
。
「
遣
使
、
命

南
征
将
軍
頴
國
公
博
友
徳
等
還
軍
分
駐
湖
廣
•
四
川
衛
所
操
練
。
…
…

（
以
後
各
々
の
将
軍
が
何
処
へ
配
置
さ
れ
る
か
を
列
記
す
る
が
、
省
略
）
」

(57)
多
賀
秋
五
郎
氏

「
明
太
宗
の
学
校
教
育
政
策
」
（
『
近
世
東
ア
ジ
ア
教
育

史
研
究
』
第
一
章
、
学
術
書
出
版
会
、
一
九
七

0
年
、
所
収
）
。
多
賀
氏

所
引
の
史
料
は
『
明
太
宗
実
録
』
巻
五
三
、
永
楽
四
年
四
月
戊
寅
（
一

八
日
）
の
条
。
ま
た
、
『
南
薙
志
』
儲
養
考
、
儲
養
生
徒
之
定
制
の
条
に

も
割
注
と
し
て
同
様
の
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

(58)
例
え
ば
『
明
太
祖
実
録
』
、
洪
武
二
四
年
六
月
戊
辰
(
-
三
日
）
の
条
。
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「
國
子
監
生
烏
容
等
以
病
乞
蹄
゜
詔
賜
紗
遣
還
。
容
等
皆
四
川
建
昌
土

官
子
弟
也
。
」

(59)
『南
薙
志
』
、
事
紀
一
、
洪
武
二
四
年
七
月
庚
寅
（
五
日
）
の
条
。
「
烏
撒

土
官
生
陳
都
刺
等
四
十
五
人
還
郷
。
各
賜
紗
十
錠
。
」

(60)
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
仁
悦
慈

・
三
五
郎
尾

・
貰
他
慮
尾

・
賀
段
志

は
以
後
国
子
監
に
滞
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
か
ら
、
残
っ
た

日
孜
毎

．
闊
八
馬

・
段
志
毎
の
三
人
は
洪
武
二
六
年
段
階
で
国
子
監
に

い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
或
い
は
洪
武
二
四
年
の
諭
旨
で

は
塞
官
の
子
弟
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
の
条
件
に

合
致
す
る
仁
悦
慈

．
賓
他
慮
尾

・
賀
段
志

・
段
志
毎
の
四
人
の
み
が
官

生
と
し
て
扱
わ
れ
、
王
の
従
子
（
姪
）
で
あ
る
日
孜
毎
・
闊
八
馬
・
三

五
郎
尾
の
三
人
は
そ
れ
と
は
別
枠
で
扱
わ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な

、,
o
し

(61
)
『
南
薙
志
』
、
事
紀

l‘

洪
武
二
六
年
―
一
月
壬
寅
朔
(
-
日
）
の
条
に

は
「
琉
球
・雲
南
官
生
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
原
文
は
「
記
事
」

(
A

四
）
参
照
の
こ
と
。
し
か
し
本
論
中
で
述
べ
た
如
く
、
こ
の
時
点
で
雲

南
官
生
が
国
子
監
に
滞
在
し
て
い
た
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
の

「
官
生
」
の
語
は
「
官
民
生
」
と
い
う
語
の
「
民
」
の
字
が
脱
涌
し
た

も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(62)
田
名
真
之
氏
「
古
琉
球
の
久
米
村
」
（
『新
琉
球
史
」
古
琉
球
編
、
琉
球

新
報
社
、
一
九
九

0
年
、
所
収
）
。

(63)
例
え
ば
小
葉
田
淳
氏

『中
世
南
島
通
交
貿
易
史
の
研
究
」
（
西
田
書
店
、

一
九
六
八
年
）
第
二
篇
「
琉
明
間
の
通
交
貿
易
」
。

(64
)
『
明
太
祖
実
録
』
、
洪
武
三

0
年
八
月
丙
午
（
二
七
日
）
の
条
。
原
文
は

「
證
部
奏
、
諸
番
國
使
臣
客
旅
不
通
。
上
曰
、
洪
武
初
、
海
外
諸
番
、

輿
中
國
往
来
、
使
臣
不
絶
、
商
費
便
之
、
近
者
、
安
南
・占
城
・慎
騰
・

逼
羅

・
爪
畦

・
大
琉
球

・
三
佛
齊

．
渤
尼

．
彰
亨

・
百
花

・
蘇
門
答
剌

・

西
洋

・
邦
恰
剌
等
凡
三
十
國
。
以
胡
惟
庸
謀
胤
、
三
佛
齊
乃
生
間
諜
、

給
我
使
臣
至
彼
。
爪
畦
國
王
聞
知
其
事
、
戒
筋
三
佛
齊
、
禰
送
還
朝
。

是
後
、
使
臣
商
旅
阻
絶
、
諸
國
王
之
意
、
遂
爾
不
通
。
惟
安
南
・
占
城
・

慎
騰
．
遥
羅

・
大
琉
球
、
自
入
貢
以
来
、
至
今
来
庭
。
大
琉
球
王
輿
其

宰
臣
、
皆
遣
子
弟
、
入
我
中
國
受
學
。
凡
諸
番
國
使
臣
来
者
、
皆
以
證

待
之
。
我
待
諸
番
國
之
意
不
薄
、
但
未
知
諸
國
之
心
若
何
。
今
欲
遣
使

諭
爪
畦
國
、
恐
三
佛
齊
中
途
阻
之
。
聞
三
佛
齊
係
爪
畦
統
愚
。
爾
證
部

備
述
朕
意
、
移
文
逼
羅
國
王
、
令
遣
人
轄
達
爪
畦
知
之
。
干
是
、
證
部

杏
逼
羅
國
王
曰
、
自
有
天
地
以
来
、
即
有
君
臣
上
下
之
分
、
且
有
中
国

四
夷
之
禰
、
自
古
皆
然
。
我
朝
混
一
之
初
、
海
外
諸
番
、
莫
不
来
庭
゜

登
意
胡
惟
庸
造
趾
、
三
佛
齊
乃
生
間
諜
、
給
我
信
使
、
陣
行
巧
詐
。
彼

登
不
知
大
琉
球
王
輿
其
宰
臣
、
皆
遣
子
弟
入
我
中
國
受
學
、
皇
上
賜
寒

暑
之
衣
、
有
疾
則
命
醤
診
之
。
皇
上
之
心
、
仁
義
兼
霊
芙
。
皇
上
一
以

仁
義
待
諸
番
國
。
何
三
佛
齊
諸
國
背
大
恩
。

：・
・
:
（
後
略
）
」

(65)
『明
太
祖
実
録
』
、
洪
武
一
八
年
正
月
丙
子
(
-
四
日
）
の
条
。
「
賜
建
昌

衛
指
揮
使
月
魯
帖
木
兒
文
綺
百
匹

・
紗
五
百
錠
。
時
月
魯
帖
木
兒
拳
家

入
朝
、
請
遣
子
入
學
、
願
留
其
家
干
京
師
。
上
不
許
、
厚
賜
遣
還
。
」

(66)
『南
薙
志
』
、
事
紀
四
、
成
化
一
八
年
閏
八
月
戊
辰
（
二
日
）
の
条
。
原

文
は
「
記
事
」

(
A
三
四
）
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
第
二
期
官
生
の
派
遣

開
始
を
示
す
史
料
と
し
て

『明
憲
宗
実
録
」
成
化
一
八
年
四
月
甲
辰
（
六

日
）
の
条
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の

『南
薙
志
』
の
記
述
に
よ
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る
と
、

「明
実
録
j

の
記
事
は
福
建
布
政
司
の
上
奏
に
対
し
、
今
回
の
琉

球
官
生
の
受
け
入
れ
を
許
可
し
た
際
の
も
の
で
あ
り
、
『
南
薙
志
』
の
記

事
は
実
際
に
察
賓
等
琉
球
官
生
が
南
京
国
子
監
に
入

っ
た
時
点
の
も
の

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(67)
『
南
薙
志
』
、
規
制
考
（
巻
七
）
。
原
文
は
「
記
事
」

(
B
-
）
参
照
の
こ

と
。
光
哲
堂
は
洪
武
一
五
年
に
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら、

琉
球
官

生
の
来
監
時
に
建
て
ら
れ
た
「
王
子
書
房
」
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。
ま
た
光
哲
堂
は
南
京
国
子
監
の
最
も
北
、
南
側
の
正
門
か
ら
見
て

最
も
奥
に
位
置
し
て
お
り
、
と
て
も
国
子
監
の
前
に
あ
る
と
は
言
え
な
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四
、
本
史
料
集
に
お
い
て
は
、
「
琉
球
」
の
語
句
が
含
ま
れ
、
明
ら
か
に
琉
球

官
生
に
関
連
し
た
記
事
の
み
を
抄
録
の
対
象
と
し
た
。
従
っ
て
、
本
論
中

で
琉
球
官
生
に
関
連
し
た
記
述
と
し
て
扱
っ
て
い
る
記
事
も
こ
の
基
準
を

満
た
さ
な
い
場
合
に
は
除
外
し
て
い
る
。
な
お
、
採
録
し
た
記
事
の
中
で
、

琉
球
と
は
直
接
に
は
関
係
の
な
い
内
容
の
部
分
は
、
こ
れ
を
省
略
し
た
場

合
が
あ
る
。
省
略
し
た
部
分
は
点
線
符
号
(
…
…
…
)

字
な
ど
に
か
え
て
略
字
体
を
使
用
し
た
こ
と
も
あ
る
。

で
示
し
た
。

曰
、
琉
球
國
中
山
・
山
南
二
王
、
皆
向
化
者
、
可
選
塞
官
弟
男
子
姪
、
以
充

以
監
生
許
観
會
試
殿
試
。
皆
第
一
。
召
國
子
監
官
褒
奨
之
。
又
諭
禰
部
臣

(
A
-
）
洪
武
二
四
年
(
-
三
九
一
）
三
月
辛
卯
（
四
日
）

事
紀
一
（
巻
一
）

八
、
各
記
事
に
は
、
句
読
点
を
付
し
た
。

（
〈

な
い
）
。

も
の
を
示
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
そ
の
月
全
体
が
そ
う
で
あ
る
と
は
限
ら

一
、
こ
の
史
料
集
は
、
明
・
黄
佐
撰
の
『
南
羅
志
』
（
以
下
『
南
薙
志
』
）
の

嘉
靖
二
三
年
序
刊
本
を
民
国
二

0
年
(
-
九
三
一
）
に
影
印
し
た
江
蘇
省

立
国
学
医
書
館
影
印
原
本
に
つ
い
て
、
琉
球
官
生
に
関
係
す
る
記
事
を
抄

出
し
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
編
次
は
『
南
薙
志
』
の
記
載
に
従
い
、
抄
出
し
た
記
事
に
は
そ
れ
ぞ
れ

頭
番
号
を
付
し
て
、
利
用
の
便
を
図
っ
た
。
な
お
、
「
事
紀
」
「
規
制
考
」

「
儲
養
考
」
の
各
編
目
に
お
け
る
記
載
内
容
の
性
質
の
違
い
を
考
慮
し
て
、

「
事
紀
」
の
記
事
に
は
「
A
」
、
「
規
制
考
」
の
記
事
に
は
「
B
」
、
「
儲
養

考
」
の
記
事
に
は
「
C
」
を
頭
番
号
の
上
に
付
し
て
区
別
し
て
い
る
。

三
、
異
字
・
俗
字
・
略
字
の
多
く
は
、
正
字
あ
る
い
は
通
用
の
字
体
に
改
め

た
。
な
お
、
誤
解
の
恐
れ
が
な
い
場
合
は
、

（
従
っ
て
、
こ
の
場
合
の
西
暦
年
数
は
、
当
該
の
記
事
の
日
次
の

そ
の
条
目
を
示
し
て
鍵
括
弧
（
「

そ
の
年
末
(
―
二
月
な
ど
）
に
お
い
て

そ
の
月
の
下
の
括
弧
内
に
こ
れ
を
示
し

〉
）
で
く
く
っ
て
区
別
し
て
い
る
。

凡

例

印
刷
の
便
宜
上
、
原
本
の
正

に
は
当
該
月
の
日
数
を
示
し
た

（
西
暦
に
よ
る
日
数
で
は
な
い
）
。
ま
た
、

の
下
の
括
弧
内
に
西
暦
年
数
を
示
し
、
各
干
支
（
日
次
）

の
下
の
括
弧
内

『
南
薙
志
』

中
の
琉
球
官
生
関
連
記
事

て
い
る

五
、
「
事
紀
」
の
記
事
に
つ
い
て
は
、

係
る
年
月
・
干
支
（
日
次
）
を
記
事
の
前
に
記
し
て
い
る
。
初
出
の
年
次

記
事
中
に
含
ま
れ
る
干
支
（
日
次
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
当
該
月
の
日

数
を
示
し
た
。
な
お
、
直
前
の
記
事
と
同
一
年
次
の
場
合
は
西
暦
年
数
を

示
さ
な
い
が
、
同
一
年
次
で
も
、

西
暦
年
数
が
変
わ
る
場
合
に
は
、

そ
の
利
用
の
便
を
図
る
た
め
、
記
事
の

六
、
記
事
が
含
ま
れ
る
各
編
目
は
そ
の
記
事
の
冒
頭
に
記
し
、
巻
数
は
そ
の

下
の
括
弧
内
に
示
し
て
い
る
が
、
「
儲
養
考
」
の
各
記
事
に
つ
い
て
は
更
に

」
）
で
区
別
し
た
。

七
、
割
注
に
つ
い
て
は
該
当
部
分
の
記
述
の
直
後
に
そ
の
ま
ま
付
し
、
括
弧
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國
子
待
。
讀
書
知
理
、
即
遣
蹄
國
。
宜
行
文
使
彼
知
之
。

(
A
二
）
洪
武
二
五
年
(
-
三
九
二
）

是
年
、
琉
球
國
初
遣
官
生
人
悦
慈
等
、
入
監
讀
書
。
賜
土
官
生
阿
轟
等
炭

各
百
斤
゜

(
A
三
）
洪
武
二
六
年
(
-
三
九
三
）
八
月

賜
琉
球
官
生
人
悦
慈
等
四
人
羅
衣
゜

(
A
四
）
洪
武
二
六
年
―
一
月
壬
寅
朔
(
-
日
）

賜
琉
球
雲
南
官
生
賀
段
志
毎
等
襲
・
紗
錠
。
〈
十
一
月
賜
炭
各
百
五
十
斤
゜

十
二
月
膜
日
賜
費
紗
各
二
錠
。
〉

(
A
五
）
洪
武
二
七
年
(
-
三
九
四
）
八
月
癸
酉
（
六
日
）

賜
琉
球
官
生
人
悦
慈
等
紗
各
五
錠
゜

(
A
六
）
洪
武
二
九
年
(
-
三
九
六
）
四
月
辛
亥
（
二
四
日
）

琉
球
官
生
賀
段
志
毎
自
言
、
入
監
三
年
、
例
営
省
親
。
壬
子
（
二
五
日
）

證
部
以
聞
。
従
之
。

(
A
七
）
洪
武
三

0
年
(
-
三
九
七
）
正
月
乙
卯
（
二
日
）

琉
球
國
官
生
六
里
・
麻
奢
理
病
没
。
祠
部
行
文
應
天
府
、
給
棺
以
豫
。
上

命
焚
化
函
其
骨
、
侯
其
國
人
至
、
蹄
之
。

(
A
八
）
洪
武
三

0
年
八
月

賜
琉
球
官
生
人
悦
慈
等
三
人
羅
衣
各
一
襲
。

事
紀
二
（
巻
二
）

(
A
九
）
永
楽
二
年
(
-
四

0
四）

―
一
月
甲
子
（
二
六
日
）

賜
琉
球
國
及
雲
南
・
四
川
官
民
生
石
達
魯
等
六
十
八
人
夏
衣
゜

（A
-
六
）
永
楽
六
年
四
月
辛
丑
（
二
三
日
）

賜
琉
球
・
雲
南
生
石
達
魯
等
井
其
従
人
夏
衣
゜

琉
球
國
中
山
王
従
子
三
五
郎
甍
等
九
人
、
以
謝
恩
至
京
師
、
奏
請
入
監
讀

書
。
従
之
。
給
賜
及
其
従
人
、
一
如
洪
武
中
故
事
。
初
令
工
部
建
王
子
書
房

子
監
前
、
以
居
之
。

(
A
 I 

0
)
永
楽
三
年
(
-
四

0
五
）
五
月
乙
巳
（
―
-
日
）

琉
球
國
山
南
王
汗
應
祖
、
遣
塞
官
子
李
傑
、
赴
監
受
學
゜
賜
夏
衣
一
襲
。

(
A
-
―
)
永
楽
三
年
一

0
月
乙
丑
（
三
日
）

賜
琉
球
・
四
川
・

雲
南
生
李
傑
等
井
其
従
人
六
十
三
人
衣
袋
゜

(
A
―
二
）
永
楽
四
年
(
-
四

0
六
）
三
月
癸
巳
（
三
日
）

琉
球
國
中
山
王
武
寧
、
遣
送
塞
官
子
石
達
魯
等
六
人
、
入
監
受
學
。
各
賜

紗
三
十
錠
．
羅
衣
一
襲
井
夏
衣
等
物
。

賜
困
子
監
琉
球
國
・
雲
南
生
石
達
魯
等
井
従
人
紬
絹
・
綿
布
・
冬
衣
二
百

二
十
事。

（A
-
四
）
永
楽
五
年
(
-
四

0
七
）
四
月
己
酉
（
二
五
日
）

（A
-
五
）
永
楽
六
年
(
-
四

0
八
）
四
月
辛
巳
（
三
日
）

琉
球
官
生
李
傑
、
在
監
将
及
三
年
、
因
其
兄
銘
進
貢
至
京
師
、
奏
蹄
省
親
。

證
部
以
聞
。
従
之
。

（A
-
七
）
永
楽
七
年
(
-
四

0
九
）
閏
四
月

琉
球
官
生
石
達
魯
、
在
監
三
年
、
例
営
省
親
、
欲
同
王
舅
仁
悦
慈
蹄
國
゜

（A
-
三
）
永
楽
四
年
八
月
甲
辰
(
-
八
日
）
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證
部
以
事
厠
外
夷
、
馳
繹
以
聞
。
上
従
之
。

賜
琉
球
・
四
川
・
雲
南
官
民
生
李
傑
等
及
其
従
人
冬
衣
・
靴
親
。
時
傑
自

其
國
省
親
復
監
云
゜

（A
-
九
）
永
楽
八
年
(
-
四
一

0
)
四
月
丁
未
（
―
-
日
）

祠
部
啓
言
、
琉
球
國
・
四
川
・
雲
南
官
民
生
李
傑
等
及
其
従
人
、
例
賜
夏

衣
。
惟
琉
球
官
生
模
都
古
等
自
其
國
省
親
復
監
、
撃
帯
妻
子
女
伴
六
人
、
未

有
給
賜
。
皇
太
子
命
工
部
巫
製
、
給
之
。
初
悉
賜
巾
衣
・
靴
條
・
袋
褥
・
枕

鐘゚
(
A
二
0
)
永
楽
八
年
八
月
癸
卯
（
九
日
）

賜
琉
球
・
四
川
・
雲
南
生
楊
麟
等
九
十
二
人
衣
服
・
今
衣
褥
・
巾
條
・
靴
鞭
゜

(
A
ニ
―
)
永
楽
八
年
―
一
月
癸
未
（
ニ
―
日
）

上
賜
琉
球
等
慮
官
民
生
李
傑
等
井
其
従
人
冬
衣
靴
・
鞭
。
既
而
従
容
輿
群

臣
語
及
之
。
禰
部
尚
書
呂
震
曰
、
昔
唐
太
宗
興
學
校
、
新
羅
・
百
清
皆
遣
子

入
學
。
営
時
僅
聞
給
以
凜
膳
、
末
若
今
日
賓
予
周
備
也
。
陛
下
聖
徳
前
古
未

有
。
上
曰
、
遠
方
慕
中
國
證
義
、
故
遣
子
入
學
。
必
足
於
衣
食
、
然
後
楽
學
゜

太
祖
高
皇
帝
命
資
給
之
、
著
子
令
典
。
所
謂
曲
成
萬
物
而
不
遺
者
。
朕
安
得

違
之
。
(
A
二
ニ
）
永
楽
九
年
(
-
四
―
一
）
二
月
癸
巳
（
二
日
）

琉
球
國
中
山
王
思
紹
、
遣
王
相
之
子
懐
得
・
塞
官
子
祖
魯
古
、
入
監
受
學
゜

(
A
二
三
）
永
楽
―
一
年
(
-
四
一
三
）
二
月
壬
子
（
三
日
）

琉
球
國
中
山
王
思
紹
、
遣
使
送
塞
官
之
子
郎
同
志
久
・
周
魯
毎
．
恰
那
晟

（A
-
八
）
永
楽
七
年
―
一
月
己
卯
（
一
―
日
）

其
三
人
、
入
監
受
學
。
給
賜
如
例
。

（A
二
四
）
永
楽
―
一
年
五
月
庚
寅
(
―
二
日
）

琉
球
官
生
模
都
古
等
三
人
、
奏
乞
蹄
省
。
上
謂
證
部
臣
曰
、
遠
人
来
學
、

誠
美
事
。
思
親
而
蹄
、
亦
人
情
。
宜
厚
賜
以
榮
之
。
遂
賜
綜
幣
表
裏
・
襲
衣

及
紗
、
為
道
里
費
。
初
命
兵
部
、
給
騨
博
゜

(
A
二
五
）
永
楽
―
一
年
五
月
丙
午
（
二
八
日
）

賜
琉
球
・
雲
南
・
四
川
官
民
生
懐
得
等
六
十
人
夏
衣
゜

(
A
二
六
）
永
楽
―
一
年
八
月
乙
末
（
八
月
に
乙
未
は
な
い
。
己
未
11

一
三

琉
球
官
生
李
傑
、
因
其
父
仲
進
貢
至
京
有
疾
、
欲
送
仲
至
福
州
還
監
卒
業
。

證
部
引
啓
、
遣
人
材
田
峻
喜
護
傑
送
至
福
州
。
仲
既
登
舟
蹄
國
、
傑
遂
復
監
゜

(
A
二
七
）
永
楽
l

一
年
―
二
月
(
-
四
一
四
）
丁
巳
(
―
二
日
）

賜
琉
球
・
雲
南
・
四
川
官
民
生
懐
得
等
四
十
六
人
冬
衣
・
職
鞭
゜

(
A
二
八
）
永
楽
―
二
年
(
-
四
一
四
）
五
月
乙
亥
（
三
日
）

琉
球
・
雲
南
・
四
川
官
民
生
懐
得
等
七
十
四
人
嘗
給
夏
衣
。
皇
太
子
令
照

．＂リ
0
伊
(
A
二
九
）
永
楽
一
三
年
(
-
四
一
五
）
五
月
辛
酉
（
二
五
日
）

賜
琉
球
・
雲
南
生
益
智
毎
等
九
十
二
人
夏
衣
゜

(
A
三
0
)
永
楽
一
四
年
(
-
四
一
六
）
五
月
乙
丑
（
五
月
に
乙
丑
は
な
い
）

賜
琉
球
・
雲
南
生
散
皆
益
久
等
百
一
十
九
人
夏
衣
゜

(
A
三
一
）
永
楽
二

0
年
(
-
四
二
二
）
―
二
月
壬
辰
（
九
日
）

琉
球
官
生
周
魯
毎
・
周
弟
、
在
監
三
年
、
例
営
省
親
蹄
國
。
祠
部
以
聞
。

日
の
誤
り
か
）
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(
B
-
）
右
光
哲
堂
圏
。
光
哲
堂
在
敬
一
亭
後
、
洪
武
十
五
年
建
。
凡
一
十

規
制
考
（
巻
七
）

上
従
之
、
令
候
其
國
使
臣
還
日
始
行
。

(
A
三
二
）
永
楽
ニ
―
年
(
-
四
二
三
）
四
月
甲
寅
（
四
日
）

四
川
・
雲
南
官
民
生
酪
進
等
六
十
一
人
、
例
嘗
給
賜
夏
衣
゜
其
琉
球
官
生

周
魯
毎
等
、
尚
猶
末
行
。
宜
一
謄
給
賜
。
自
後
逮
年
冬
夏
衣
服
、
皆
南
京
證

部
行
文
南
京
工
部
成
造
、
依
時
給
賜
、
不
待
奏
請
、
著
為
令
馳
奏
以
聞
。
上

従
之
。

事
紀
四
（
巻
四
）

(
A
三
三
）
成
化

一
八
年
(
-
四
八
二
）
閏
八
月
戊
辰
（
二
日
）

琉
球
國
中
山
王
遣
其
陪
臣
子
察
賓
等
五
人
、
入
監
受
學
。
先
是
、
四
月
癸

卯
（
五
日
）
福
建
布
政
司
以
遠
夷
慕
義
奏
聞
。
上
命
應
付
舟
車
脚
力
、
送
南

京
禰
部
行
本
監
。
査
照
洪
武
・
永
楽
・
宣
徳
年
間
事
例
、
修
理
琥
舎
、
居
之

光
哲
堂
、
給
輿
合
用
什
物
及
冬
夏
衣
服
、
雖
従
人
亦
如
例
輿
之
。
時
外
夷
官

生
不
至
已
久
。
所
司
詫
為
異
事
、
エ
部
為
製
用
度
紬
襖
・
林
卓
・
柴
薪
之
類
、

皆
僭
無
所
稽
、
毎
移
文
本
監
而
後
行
焉
。

(
A
三
四
）
成
化

一
八
年
―
一
月
乙
未
朔
(
-
日
）

太
常
寺
卿
掌
監
事
劉
宣
、
以
琉
球
官
生
察
賓
等
束
修
有
白
金
一
斤
、
僻
不

受
。
後
四
年
、
賓
等
復
申
請
前
事
。
以
聞
。
上
命
宣
受
之
。

五
間
、
毎
間
闊
一
丈
四
尺
、
深
一
丈
二
尺
、
為
琉
球
困
官
生
受
業
所
居
。
（
図

は
五

0
頁）

儲
養
考
上
（
巻
一
五
）

(
C
-
）
外
夷
子
弟
…
…
惟
琉
球
國
則
常
至
焉
。
考
之
故
讀
、
洪
武
二
十
五

年
八
月
、
本
國
送
官
生
日
孜
毎
等
入
監
。
高
皇
帝
命
工
部
、
毎
人
給
興
羅
絹

衣
服
、
伸
為
秋
衣
、
初
輿
見
成
鋪
蓋
、
従
人
給
輿
綿
布
衣
服
。
寛
異
敷
也
。

〈
各
官
生
毎
名
造
給
羅
園
領
・
袴
獲
．
貼
裏
各
一
件
、
絹
汗
杉
・
裾
袴
各
一

件
、
絹
綿
被
布
・
臥
軍
・
毯
褥
．
帳
子
・
枕
頭
各
一
件
。
従
人
毎
名
綿
布
貼

裏

・
直
領
・
裾
神
・
綿
被
各
一
件
。
按
筈
志
、
有
人
悦
慈
等
、
無
日
孜
毎
。

雖
條
例
亦
無
之
、
今
撼
案
巻
録
入
。
〉
著
子
皇
明
祖
訓
曰
、
大
琉
球
國
王
子
及

陪
臣
之
子
、
皆
入
太
學
讀
書
、
蓋
待
之
冠
諸
夷
云
。
永
柴
迄
正
徳
間
、
嘗
三

四
至
。
惟
嘉
靖
五
年
五
月
、
琉
球
國
中
山
王
尚
清
送
察
廷
美
等
四
人
至
、
十

一
年
蹄
國
。
十
七
年
三
月
、

尚
清
又
送
梁
絃
・
鄭
憲
・
察
朝
器
・
陳
網
成
四

人
再
至
。
二
十
三
年
三
月
蹄
國
。
蓋
其
向
慕
文
教
如
此
。
…
…
…

（
後
略
）

「
儲
養
生
徒
之
名
敷
」

(
C
二
）
〇
洪
武
二
十
五
年
。
官
民
生
人
悦
慈
等
一
千
三
百
九
名
。
〈
官
生
琉

球
國
等
慮
人
悦
慈
・
阿
嘉
等
十
六
名
。
民
生
一
千
二
百
九
十
三
名
〉

(
C
三
）
〇
洪
武
二
十
六
年
。
官
民
生
人
悦
慈
等
八
千
一
百
二
十
四
名
。
〈
官

「
儲
養
生
徒
之
定
制
」
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生
琉
球
國
等
虞
人
悦
慈
等
四
名
。
民
生
八
千
一
百
二
十
名
〉

(
C
四
）
〇
洪
武
二
十
七
年
。
官
民
生
人
悦
慈
等
一
千
五
百
二
十
名
。
〈
官
生

琉
球
國
等
虞
人
悦
慈
等
四
名
。
民
生
哀
斌
等
一
千
五
百
一
十
六
名
〉

(
C
五
）
〇
洪
武
三
十
年
。
官
民
生
人
悦
慈
等
一
千
八
百
二
十
九
名
。
〈
官
生

琉
球
國
等
慮
人
悦
慈
等
三
名
。
民
生

一
千
八
百
二
十
六
名
〉

(
C
六
）
〇
永
柴
三
年
。
官
民
生
三
五
良
甍
等
三
千
五
十
名
。
〈
官
生
琉
球
國

等
慮
三
五
良
壺
等
九
名
、
新
収
琉
球
國
一
名
李
傑
、
係
大
國
山
南
王
下
官
李

仲
次
男
。
民
生
張
紳
等
三
千
四
十
名
〉

(
C
七
）
〇
永
柴
四
年
。
冠
帯
拳
人
官
民
生
王
柴
孟
等
四
千
五
百
八
名
。
〈
冠

帯
拳
人
王
楽
孟
至
張
彦
晒
等
十
九
名
、
不
冠
帯
一
名
周
健
、
官
生
琉
球
國
等

慮
三
五
良
甍
等
一
十
七
名
、
琉
球
國
中
山
王
下
石
達
魯
至
韓
寧
毎
等
六
名
。

民
生
張
紳
等
四
千
四
百
七
十
一
名
〉

(
C
八
）
〇
永
柴
五
年
。
冠
帯
拳
人
官
民
生
王
柴
孟
等
四
千
五
百
三
十
八
名
。

〈
冠
帯
及
不
冠
帯
拳
人
王
築
孟
等
二
十
名
。
民
生
陶
款
等
四
千
五
百
零
一
名
〉

(
C
九）

0
永
柴
六
年
。
冠
帯
拳
人
官
民
生
王
築
孟
等
四
千
八
百
一
十
四
名
。

〈冠
帯
及
不
官
帯
拳
人
王
楽
孟
等
二
十
名
。
官
生
琉
球
國
等
虞
三
五
良
甍
等

十
七
名
。
民
生
陶
款
等
四
千
七
百
七
十
七
名
〉

(
C
 I 

0
)
0永
楽
七
年
。
冠
帯
拳
人
官
民
生
郭
震
等
六
千
一
百
九
十
八
名
。

〈
冠
帯
及
不
冠
帯
拳
人
郭
震
等
一
百
一
十
五
名
、
内
一
等
孔
誇
支
米
二
石
、

二
等
王
箕
・
張
彦
晒
・
陳
原
祐
支
教
諭
俸
、
三
等
欧
陽
和
儒
士
鄭
昇
義
米
一

石
。
官
生
琉
球
困
等
慮
三
五
良
登
等
十
八
名
。
民
生
蒋
迪
等
六
千
六
十
五
名
〉

(
C
-
―
)
〇
永
楽
八
年
。
冠
帯
拳
人
官
民
生
周
順
等
六
千
五
百
五
十
七
名
。

名〉 〈
冠
帯
及
不
冠
帯
拳
人
周
順
等
一
百
名
。
官
生
琉
球
國
等
慮
三
五
良
甍
等
一

十
六
名
。
民
生
蒋
迪
等
六
千
四
百
三
十
七
名
〉

(
C
―
二
）
〇
永
柴
九
年
。
冠
帯
拳
人
官
民
生
任
用
等
六
千
六
百
二
十
九
名
。

〈
冠
帯
及
不
冠
帯
拳
人
任
用
等
二
十
一
名
。
官
生
琉
球
國
等
慮
三
五
良
甍
等

一
十
八
名
、
琉
球
國
二
名
懐
得
・
祖
魯
古
。
民
生
王
譲
等
六
千
五
百
九
十
名
〉

（

C
-
三
）
〇
永
癸
十
年
。
冠
帯
拳
人
官
民
生
愈
晒
等
七
千
六
百
八
十
三
名
。

〈
冠
帯
及
不
冠
帯
拳
人
愈
晒
等
一
十
七
名
。
官
生
琉
球
國
等
虞
懐
得
等
一
十

九
名
。
民
生
挑
変
等
七
千
六
百
一
十
九
名
〉

（

C
-
四
）
〇
永
楽
十
l

年
。
冠
帯
奉
人
官
民
生
愈
晒
等
七
千
七
百
五
十
四

名
。
〈
冠
帯
及
不
冠
帯
畢
人
愈
晒
等
一
十
七
名
。
官
生
琉
球
國
等
虞
懐
得
等
一

十
九
名
。
民
生
朱
遜
等
七
千
七
百
一
十
八
名
〉

（

C
-
五
）
〇
永
榮
十
二
年
。
冠
帯
拳
人
官
民
生
愈
柄
等
六
千
六
百
二
十
八

名
。
〈
冠
帯
及
不
冠
帯
拳
人
徹
柄
等
一
十
七
名
。
官
生
琉
球
國
等
慮
懐
得
等
二

十

一
名
、
琉
球
函
中
山
王
下
周
魯
毎
．
怜
那
成
・
散
皆
益
・
郎
同
志
久
四
名
。

民
生
司
以
成
等
六
千
五
百
九
十
名
〉

（

C
-
六
）
〇
永
架
十
三
年
。
冠
帯
拳
人
官
民
生
哀
方
等
八
千
二
百
六
十
名
。

〈
冠
帯
及
不
冠
帯
拳
人
哀
方
等
四
十
名
、
内
朱
瑛
等
二
十
四
名
冠
帯
支
教
諭

俸
。
官
生
琉
球
困
等
慮
散
皆
益
久
等
一
十
九
名
。
民
生
王
譲
等
八
千
二
百
一

（

C
-
七
）
〇
永
楽
十
四
年
。
冠
帯
拳
人
官
民
生
哀
方
等
八
千
五
百
六
十
一

名
。
〈
冠
帯
及
不
冠
帯
拳
人
哀
方
等
三
十
九
名
。
官
生
琉
球
國
等
虞
散
皆
益
久

等
一
十
七
名
。
民
生
王
訓
等
八
千
五
百
五
名
〉
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（C
-
八
）
〇
永
楽
十
五
年
。
冠
帯
拳
人
官
民
生
哀
方
等
八
千
四
百
六
十
七

名
。
〈
冠
帯
及
不
冠
帯
拳
人
衷
方
等
三
十
八
名
。
官
生
琉
球
國
等
慮
郎
同
志
久

等
一
十
六
名
。
民
生
泰
毅
等
八
千
四
百
一
十
三
名
〉

（C
-
九
）
〇
永
柴
十
六
年
。
冠
帯
拳
人
官
民
生
陸
通
等
八
千
五
百
五
十
四

名
。
〈
冠
帯
及
不
冠
帯
拳
人
陸
通
等
四
十
六
名
。
官
生
琉
球
國
等
虞
郎
同
志
久

等
一
十
六
名
。
琉
球
國
一
名
周
弟
。
民
生
林
清
等
八
千
四
百
九
十
二
名
。
讀

書
習
禰
永
康
侯
徐
安
・
建
平
伯
高
福
・
安
郷
伯
張
安
〉

(
C
二
0
)
0
永
楽
十
七
年
。
冠
幣
攀
人
官
民
生
陸
通
等
八
千
五
百
五
十
一

名
。
〈
冠
帯
及
不
冠
帯
拳
人
陸
通
等
四
十
六
名
。
官
生
琉
球
國
等
虞
郎
同
志

久
・
益
致
毎
等
一
十
六
名
。
民
生
林
清
等
八
千
四
百
八
十
九
名
〉

(
C
ニ―

)
0永
柴
十
八
年
。
冠
帯
拳
人
官
民
生
陸
通
等
九
千
五
百
五
十
二

名
。
〈
冠
帯
及
不
冠
帯
拳
人
陸
通
等
四
十
六
名
。
官
生
琉
球
國
等
虜
郎
同
志
等

一
十
五
名
。
民
生
林
渭
等
九
千
二
百
一
名
〉

(
C
二
ニ
）
〇
永
柴
十
九
年
。
冠
帯
拳
人
官
民
生
方
瑛
等
九
千
八
百
八
十
四

名
。
〈
冠
帯
及
不
冠
帯
拳
人
方
瑛
等
二
十
七
名
。
官
生
琉
球
國
等
慮
周
魯
毎
等

一
十
四
名
。
民
生
林
清
等
九
千
八
百
四
十
三
名
〉

(
C
二
三
）

0
永
榮
二
十
年
。
冠
帯
拳
人
官
民
生
方
瑛
等
九
千
九
百
七
十
二

名
。
〈
冠
帯
及
不
冠
帯
拳
人
方
瑛
等
二
十
五
名
。
官
生
琉
球
國
等
虞
周
魯
毎
等

一
十
四
名
。
民
生
林
涜
等
九
千
九
百
三
十
三
名
〉

(
C
二
四
）
〇
永
楽
二
十
一
年
。
冠
帯
拳
人
官
民
生
方
瑛
等
九
千
八
百
六
十

一
名
。
〈
冠
帯
及
不
冠
帯
拳
人
方
瑛
等
二
十
五
名
。
官
生
琉
球
國
等
虞
周
魯
毎

等
一
十
四
名
。
民
生
林
清
等
九
千
八
百
二
十
一
名
〉

(
C
二
八
）
…
…
…
按
北
監
諸
生
、
毎
名
日
支
柴
二
斤
、
本
監
無
之
。
惟
琉

球
官
生
・
従
人
、
毎
人
日
支
柴
五
斤
・
炭
二
斤
゜

(
C
二
九
）

．．．．．．．．． 
琉
球
官
生
願
受
業
者
、
聴
猶
念
敷
教
之
法
、
寛
非
寛
縦
゜

定
為
五
品
條
約
、
開
列
子
後
。
…
…
…
（
後
略
）

「
條
約
」

「
凜
餌
」

儲
養
考
下
（
巻
一
六
）

(
C
二
五
）
〇
永
攀
一
十
二
年
。
冠
帯
拳
人
官
民
生
章
廣
等
九
千
五
百
三
十

三
名
。
〈
冠
帯
及
不
冠
帯
拳
人
章
廣
等
一
十
八
名
。
官
生
琉
球
國
等
虞
周
魯
毎

等
一
十
四
名
。
民
生
林
清
等
九
千
五
百
名
〉

（C
二
六
）
〇
洪
煕
元
年
。
冠
帯
拳
人
官
民
生
徐
昇
等
八
千
五
百
五
十
九
名
。

〈
冠
帯
及
不
冠
帯
攀
人
徐
昇
等
一
十
九
名
。
官
生
琉
球
國
等
虞
韓
寧
毎
等
一

十
四
名
。
民
生
林
清
等
八
千
五
百
二
十
五
名
〉

(
C
二
七
）
〇
宣
徳
元
年
。
冠
帯
拳
人
官
民
生
徐
環
等
八
千
六
百
六
十
六
名
。

〈
冠
帯
及
不
冠
帯
畢
人
徐
環
等
一
十
九
名
。
官
生
琉
球
國
等
虞
韓
寧
毎
等
一

十
四
名
。
民
生
顧
信
等
八
千
六
百
三
十
二
名
〉
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